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町では、まちづくり複合施

設整備に向け、外観のイメー
ジや整備位置などをまとめた
「基本設計」を作成しました。
この基本設計に基づいて、実
施設計に着手します。新施設
の完成は平成 32 年３月の予
定です。
　基本設計説明書（概要版）
を各コミュニティセンターに
用意してありますので、ご覧
ください。

【問い合わせ】
企画政策課複合施設整備係
☎８７-０６９１

白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設

基
本
設
計
が
完
成 配置図

１階

２階

庁舎イメージ
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■
新
施
設
整
備
の
概
要

【
建
設
地
】白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３（
現
在
地
）

【
延
床
面
積
】
４
７
１
６
㎡
（
内
訳
―
図
書
館
、　

　

町
民
ラ
ウ
ン
ジ
等  

２
８
１
９
㎡
、
役
場
庁
舎

　

１
７
９
７
㎡
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設  

１
０
０
㎡
）

【
構
造
】
木
造
２
階
建
て

■
施
設
計
画
の
概
要

・ 

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
・
一
体
感
を
醸

　

成
す
る
複
合
施
設

・ 

白
鷹
町
の
人
・
地
域
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
交
流

　

拠
点
の
施
設

・ 

白
鷹
町
の
木
材
を
積
極
的
に
利
用
で
き
る
計
画

■
複
合
施
設
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

　

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
は
、
地
域
社
会
の
核
と

な
る
図
書
館
、
庁
舎
を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
、

町
民
や
町
外
の
人
々
等
、
多
く
の
人
が
日
常
的
に

訪
れ
、
多
く
の
知
恵
が
集
結
す
る
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
、
白
鷹
町
を
愛
し
、
一
体
感
を

作
り
上
げ
る
拠
点
空
間
と
し
て
本
施
設
を
位
置
づ

け
ま
す
。

概算事業費（億円）

工

事

費

複合施設棟 20.9

既存建物解体 1.9

エネルギー棟 1.6

外構工事 3.7

設
計
業
務
そ
の
他

測量調査、設計等 1.8

用地補償費 0.7

備品費等 1.0

合　計 31.6

今後の
スケジュール

平成28年
まちづくり複合施設
実施設計

平成29年～30年
まちづくり複合施設
整備工事

平成31年
・新施設への移転
・外構工事

新たな街並みを形成するとともに、既存
施設の建替えを見越した配置計画

図書館イメージ 町民ラウンジイメージ 庁舎イメージ

鳥瞰イメージ
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長
年
の
行
政
相
談
業
務
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
澤
邊
聖さ

と
し

さ
ん
が
着
任

　

３
月
31
日
付
で
行
政
相
談
委

員
を
退
任
し
た
奥
山
正
雄
さ
ん

に
、
総
務
大
臣
と
町
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
山
さ
ん
は
、
平
成
12
年
か

ら
15
年
間
に
わ
た
り
行
政
に
対

す
る
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
白
鷹
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
が

町
長
室
で
行
わ
れ
、
澤
邊
聖
さ

ん
（
東
京
都
墨
田
区
出
身
）
が

新
た
な
協
力
隊
員
と
し
て
町
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱

期
間
は
最
大
３
年
間
で
す
。

　

今
ま
で
勤
務
し
て
き
た
運
送

企
業
で
は
、
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
き

た
と
い
う
澤
邊
さ
ん
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
「
地
域
の

　田中惠治さん（畔藤）
（☎８５-４１２０）

　樋口久子さん（高岡）
（☎８５- ４５７４）

《
行
政
相
談
の
ご
案
内
》

　

町
の
行
政
相
談
委
員
は
２
名

で
す
。
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳

守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

白
鷹
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】　

総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３

町
民
課
く
ら
し
環
境

☎
85

－

６
１
３
１

皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
白
鷹

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

町
に
た
く
さ
ん
の
人
を
呼
び
込

み
た
い
」
と
話
し
、「
得
意
の

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
深
め

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　

澤
邊
さ
ん
は
、
観
光
協
会
の

事
務
局
員
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
や
運
営
に
関
わ
る
活
動

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
内
各
学
校
や
福
祉
施
設
等
へ

地
方
創
生 「
し
ら
た
か
カ
ル
タ
」 

を
贈
呈

　

町
内
各
小
学
校
の
入
学
式
が

４
月
７
日
に
行
わ
れ
、
４
小
学

校
の
新
１
年
生
１
０
３
人
全
員

に
、
地
方
創
生
「
し
ら
た
か
カ

ル
タ
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
カ
ル
タ
は
、
白
鷹
町
の

こ
と
を
楽
し
く
遊
び
な
ら
学
ぶ

こ
と
で
地
方
創
生
を
進
め
よ
う

と
、
白
鷹
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
本
部
が
制
作
し

た
も
の
。
白
鷹
町
で
は
お
な
じ

み
の「
鮎
」や「
古

典
桜
」、「
蚕
」
な

ど
、
44
の
テ
ー
マ

荒砥小学校では、新１年生代表の松村琴音さん

へ沼澤政幸教育長からカルタが贈られた

「活動の中で白鷹町のことをよく知り、そして自分

の考えを形にしていきたい」と意気込む澤邊さん

まちのニュース

に
ち
な
ん
だ
か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ

ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ル
タ
は
、
小
学
校
の
ほ
か
に

も
、
白
鷹
中
学
校
や
荒
砥
高
校
、

町
内
の
各
福
祉
施
設
等
へ
も
配
布

さ
れ
、
今
後
は
地
方
創
生
の
提
言

や
ア
イ
デ
ア
等
へ
の
返
礼
と
し
て

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 ←

照
井
ひ
ろ
え
さ
ん
（
横
田
尻
）
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
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介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
の
た
め
に

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
開
講

　

５
月
２
日
、
白
鷹
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
「
平
成
28
年

度
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
介
護

職
員
初
任
者
研
修
事
業
」
の
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
社
会
の
中
で
変
化
す
る
福

祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
地
域
福
祉
へ
貢
献
で
き
る
介

護
人
材
の
育
成
・
確
保
を
目
的
と

し
た
も
の
。
事
業
開
始
か
ら
５
年

目
の
今
年
度
は
、
荒
砥
高
校
生
６

人
、
一
般
３
人
の
計
９
人
の
受
講

生
が
、
10
月
ま
で
の
間
に
１
３
０

時
間
に
及
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
施

設
実
習
に
の
ぞ
み
ま
す
。

　

受
講
生
の
一
人
で
、
中
学
生
の

頃
か
ら
町
内
の
福
祉
施
設
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て

き
た
と
い
う
川
村
嘉
伸
く
ん
（
荒

砥
校
３
年
）
は
、「
長
い
期
間
で

大
変
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

意
識
を
高
く
も
っ
て
、
ま
た
、
教

え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

《白鷹町消防団協力事業所認定事業所》

事業所名 認定終了年月日

長谷川建設㈱ 平成30年 4月30日

衣袋建設㈱ 平成30年 4月30日

㈱髙橋組 平成30年 4月30日

大嶋緑地造園㈱ 平成30年 4月30日

㈱菅原組 平成30年 4月30日

㈱ホンダ南山形 平成30年 4月30日

障がい者支援施設
白鷹陽光学園

平成30年 4月30日 

ヤマラク運輸㈱ 平成30年 4月30日

㈱鈴木工務店 平成30年 4月30日

共栄建運㈱ 平成30年 4月30日

㈱ニクニ白鷹 平成28年 7月13日

㈱山市 平成28年10月13日

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
を
交
付

　

４
月
27
日
、
白
鷹
町
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
証
交
付
式
が
町
長

室
で
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
新
た
に

認
定
さ
れ
た
２
つ
の
事
業
所
（
株

式
会
社
鈴
木
工
務
店
、
共
栄
建
運

株
式
会
社
）
に
表
示
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

と
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ

の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く

認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
事
業
所

の
協
力
を
通
じ
て
、
地
域
防
災
体

制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
白
鷹
町
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度
実
施
要
項

に
基
づ
き
、平
成
28
年
４
月
現
在
、

12
事
業
所
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

土
屋
勇
吉
さ
ん
、
松
木
健
一
さ
ん

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状

交
付
式
が
４
月
27
日
に
町
長
室
で

行
わ
れ
、
土
屋
勇
吉
さ
ん
（
箕
和

田
）
と
松
木
健
一
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

が
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
町

長
と
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

長
の
連
名
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間
は
２
年
間
で
す
。

　

土
屋
さ
ん
と
松
木
さ
ん
に
は
今

後
、
自
衛
官
志
望
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
自
衛
隊
地
方
協
力
本

部
の
行
う
募
集
な
ど
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
。

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
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氏　名（出場時の所属） 大　会　名　等
上村　栞凪（鮎貝小６年） 全国小学生陸上競技交流大会

廣居　千尋（鮎貝小６年） 全国小学生陸上競技交流大会

竹田　静香（白鷹高等専修学校）第 53 回技能五輪全国大会

鈴木　里奈（荒砥高２年） 第 39 回全国高等学校総合文化祭　囲碁部門

長谷部陽香（上山明新館高３年）
平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会（第 67 回全日本高等学校女
子ソフトボール選手権大会）
第 70 回 国民体育大会　わかやま国体

菅　守継（南陽高３年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

竹田　快（南陽高３年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

新野　右京（南陽高２年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

佐藤　功基（南陽高２年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

横澤　史鷹（南陽高２年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

板垣　翔斐（南陽高１年） 平成 27 年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技大会

高橋　翔馬（白鷹中２年） 平成 27 年度第 16 回全日本中学生バトミントンン選手権大会

中川　拓海（白鷹中２年） 東日本大震災復興支援 JX-ENEOS 第 29 回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会 2016

渡部　凌（白鷹中２年） 東日本大震災復興支援 JX-ENEOS 第 29 回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会 2016

村上　魁人（山形南高３年）
平成 27 年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会（第 68 回全国高等学校
バスケットボール選手権大会）
第 46 回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会

青木　順一（山形中央高３年）

平成 27 年度　全国高等学校総合体育大会水泳競技大会 兼 第 83 回日本高等学校選手権水
泳競技大会
第 70 回国民体育大会 わかやま国体
全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会

大滝　覇功（荒砥小６年） 全国小学生アルペンスキー大会

今　思乃（鮎貝小５年） 全国小学生アルペンスキー大会

海老名空来（荒砥小４年） 全国小学生アルペンスキー大会

大滝　龍一
（白鷹西陸上スポーツ少年団）

全国小学生陸上競技交流大会派遣指導者（県陸連からの派遣依頼により）

１
位　

白
鷹
Ａ

【
選
手
】○
遠
藤
幸
登
、○
橋
本
凌
太
、

　
　
　

荒
川
龍
春
、
○
後
藤
光
雅
、

　
　
　

藤
守
京
真
、
○
渡
部
凌

２
位　

長
井
南
Ａ

３
位　

飯
豊

４
位　

小
国

５
位　

長
井
北
Ａ

６
位　

白
鷹
Ｂ

【
選
手
】　

大
宮
遥
斗
、
紺
野
拓
海
、

　
　
　
　

樋
口
凱
、
竹
田
悠
馬
、

　
　
　
　

髙
橋
健
太
、
細
川
陽
嵩

７
位　

長
井
南
Ｂ

８
位　

長
井
北
Ｂ　
　

第
44
回
西
置
賜
地
区
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会

各
種
大
会
等
の
結
果

１
位　

白
鷹

【
選
手
】小
林
咲
葉
、◎
芳
賀
彩
優
花
、

　
　
　

○
丸
川
和
紗
、
新
野
愛
麻
、

　
　
　

○
五
十
嶺
唯

２
位　

長
井
南

３
位　

長
井
北

４
位　

小
国

５
位　

飯
豊

第
26
回
西
置
賜
地
区
中
学
校

女
子
駅
伝
競
走
大
会

平成 27年度　成績優秀者激励金交付

　文化・スポーツ活動において優秀な成績を収め全国大会への出場
を果たされた方々に、町より激励金を交付しています。平成 27 年
度に交付させていただいた成績優秀者は次の 20 名です。

◎
…
区
間
新
記
録　

○
…
区
間
賞

まちのニュース
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平成 29年度採用

白鷹町職員募集

■試験日及び会場　
【第１次試験】　６月 26 日（日）
　　　　　　　白鷹町健康福祉センター

【第２次試験】　８月上旬予定
■試験内容

【第１次試験】

▽上級行政職　教養試験（大学卒業程度）・専門試
　験（行政）・職場適応性検査・作文試験

▽上級専門職（土木）　教養試験（大学卒業程度）・
　専門試験（土木）・職場適応性検査・作文試験

【第２次試験】　面接試験　
■提出書類
①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本（本籍
　または国籍記載のもの）
②写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm
　×ヨコ３cm、無帽、上半身、正面
■受験申込受付期間

　５月 16 日（月）～６月 10 日（金）

　※郵送の場合は６月 10 日（金）必着

■募集要項・受験申込書の配布
　募集要項及び受験申込書の入手方法は次のとおり
です。
①白鷹町役場で受け取る場合
　役場２階総務課において平日午前８時 30 分から
　午後５時 15 分までの時間に交付します。
②郵便で請求する場合
　120 円切手を貼り宛先を明記した返信用封筒（角
　型２号）を同封のうえ、「白鷹町職員採用試験申
　込用紙請求」と朱書きして総務課総務係まで送付
　してください。
③ホームページからダウンロードする場合
　町のホームページ（http://www.town.shirataka.
　lg.jp/）から入手してください。
※ホーム→仕事・産業→職員・臨時職員採用のペ
ー　ジに掲載しています。
■応募先・問い合わせ
　〒９９２- ０８９２ 白鷹町大字荒砥甲８３３番地
　総務課総務係　☎８５- ６１２０

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

上級行政職
〔大学卒業程度〕

若干名

次のいずれかに該当する方

①平成３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方

②平成７年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期

　大学を除く）及びこれと同等と認められる学校を卒業した方、または

　平成29年３月までに卒業見込みの方

上級専門職（土木）
〔大学卒業程度〕

１名 平成３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方

ふるさと納税や、荒砥高校の

支援に関する業務を担当して

　　います。白鷹町の魅力発

　　信や、地域の皆さんにと

　　って、より住みよいまち

　　づくりに貢献できるよう

　　にがんばっています。

（平成 27 年度採用）

水田農業や転作関係の事務

を担当しています。多様な

知識が必要とされ、まだ

まだ実力不足ですが、

白鷹町の農業の発展に

貢献できるようにがん

ばっています。

（平成 25 年度採用）

水田農業や転作関係の事務

を担当しています。多様な

知識が必要とされ、まだ

ふるさと納税や、荒砥高校の

支援に関する業務を担当して

　　います。白鷹町の魅力発

　　信や、地域の皆さんにと

　　って、より住みよいまち

　　づくりに貢献できるよう

　　にがんばっています。

　　います。白鷹町の魅力発

　　信や、地域の皆さんにと

　　って、より住みよいまち

　　づくりに貢献できるよう

　　にがんばっています。

ご応募お
待ちして

います！

企
画
政
策
課 

主
事 

小
林

　葵

産
業
振
興
課 

主
事 

小
川
直
也

私たちと一緒にまちづくりを！

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
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［  平成 28 年度に助成を希望する団体を募集します。  ］

   

白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業

　

地
域
や
集
落
ま
た
は
町
民
の
自
主
的
な
団

体
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
、
地
域
の
活

性
化
や
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
高
め
る
住
み
良

い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主

的
で
計
画
的
な
活
動
や
若
者
達
が
実
施
す
る

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な

る
同
世
代
の
交
流
会
等
を
応
援
す
る
事
業
で

す
。
助
成
総
額
は
２
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

   

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
！

　

ま
ち
や
地
域
が
元
気
に
な
る
事
業
、
ま
た

今
後
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
計

画
づ
く
り
に
取
り
組
む
予
定
が
あ
り
、
助
成

を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
「
こ
ん
な
事
業
を
考
え
て
い
る
の
だ
が
…
」

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
助
成
対
象
団
体
の
選
考
は
先
着
順

で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

   

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
づ
く
り
事
業

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、
地
域

　

特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の
整
備
、
地
域

　

の
景
観
形
成
、
調
査
研
究
な
ど

②
生
涯
学
習
事
業

　
　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催
、

　

芸
術
文
化
活
動
な
ど

③
歴
史
・
文
化
事
業

　
　

歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、郷
土
史
発
刊
、

　

郷
土
料
理
の
伝
承
な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　
　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
都

　

市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
立
ち

　

上
げ
、
特
産
物
の
開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

　

ご
み
減
量
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

　

み
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
、ビ
オ
ト
ー

　

プ
整
備
、
水
質
浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　
　

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
構
成
員
が
協
力
し

　

て
公
園
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
維

　

持
管
理
作
業
等
を
直
接
行
う
場
合
に
必
要

　

な
原
材
料
費
等
の
支
給
を
行
う
も
の

⑧
同
窓
会
事
業

　
　

満
39
歳
以
下
の
学
年
や
ク
ラ
ス
等
の
単

　

位
で
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
で
、
出
席
予
定

　

者
が
20
人
以
上
う
ち
３
割
以
上
が
町
外
居

　

住
で
、
成
人
式
と
別
日
で
開
催
の
も
の

⑨
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業

   

手
続
き
の
方
法

⑴
申
請

　
　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
、
ま

　

ず
「
協
議
書
」
を
町
長
に
提
出
し
ま
す
。

　

事
業
の
計
画
性
を
高
め
る
た
め
、
協
議
書

　

の
受
付
は
原
則
と
し
て
「
毎
月
第
１
月
曜

　

日
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
助
成
額

　
　

①
～
⑥
、⑨
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

　

事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
と
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
助
成
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

　
　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内
の
額

　

で
、　

限
度
額
は
10
万
円
と
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
①
～
⑥
、
⑨
の
中
に
一
部
⑦
の

内
容
が
複
合
し
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
、

⑦
の
費
用
に
関
し
て
80
％
の
額
を
助
成
し

ま
す
。
た
だ
し
、限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

　
　

⑧
は
、
参
加
者
１
人
に
つ
き
１
０
０
０

　

円
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
対
象  

　

事
業
費
は
最
低
額
２
万
円
と
し
、
助
成
金

　

の
交
付
限
度
額
は
10
万
円
と
し
ま
す
。

⑶
助
成
金
の
交
付
決
定

　
　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も
と
に
、

　

役
場
内
に
設
置
す
る
「
白
鷹
町
ま
ち
づ
く

　

り
助
成
事
業
選
定
委
員
会
」
で
審
査
し
、

　

最
終
的
に
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

　

企
画
政
策
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

☎
87

－

０
８
３
０

白
鷹
町

ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
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山
口
の
里
蓮
づ
く
り
振
興
交
流
推
進
事
業

○
申
請
団
体　

山
口
は
す
の
会　

代
表　

本
木
勝
利

○
認
定
事
業
費　

27
万
５
９
９
０
円　

○
助

成

金　

13
万
７
０
０
０
円

芳
賀
秀
次
郎
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業

○
申
請
団
体　

芳
賀
秀
次
郎
生
誕
１
０
０
年
を
記
念

　
　
　
　
　
　

す
る
会　

代
表　

丸
川
正
晃

○
認
定
事
業
費　

62
万
５
４
９
３
円

○
助

成

金　

28
万
７
０
０
０
円

「
太
平
洋
戦
争 

ど
ん
な
戦
い
だ
っ
た
の
か
」

印
刷
製
本
事
業

○
申
請
団
体　

白
鷹
町
老
人
ク
ラ
ブ　

永
楽
会　

　
　
　
　
　
　

会
長　

中
村　

昭

○
認
定
事
業
費　

11
万
２
７
５
２
円　

○
助

成

金　

５
万
６
０
０
０
円

「
東
根
の
人
々
」
発
刊
事
業

○
申
請
団
体　

東
根
地
区
副
読
本
編
集
委
員
会　

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

髙
橋　

弘
夫

○
認
定
事
業
費　

１
１
４
万
２
１
０
０
円　

○
助

成

金　

50
万
円

白
鷹
西
中
学
校
平
成
６
年
度
卒
同
窓
会

○
開

催

日　

平
成
27
年
８
月
14
日

○
開
催
場
所　

パ
レ
ス
松
風

○
出
席
者
数　

30
人

○
認
定
事
業
費　

19
万
９
９
０
０
円　

○
助

成

金　

２
万
７
０
０
０
円

平
成
14
年
度
卒
業
白
鷹
西
中
学
校
同
窓
会

○
開

催

日　

平
成
27
年
８
月
14
日

○
開
催
場
所　

割
烹　

館

○
出
席
者
数　

36
人

○
認
定
事
業
費　

23
万
１
３
２
０
円　

○
助

成

金　

３
万
６
０
０
０
円

平
成
12
年
度
東
西
中
卒
業
生
～
30
歳
の
成
人
式
～

○
開

催

日　

平
成
28
年
１
月
２
日

○
開
催
場
所　

パ
レ
ス
松
風

○
出
席
者
数　

37
人

○
認
定
事
業
費　

21
万
４
５
６
０
円　

○
助

成

金　

３
万
６
０
０
０
円

みなさんが主体となって行う事業を応援します
　　　平成 27 年度「まちづくり助成事業」「同窓会助成事業」では、地域や集落または町民の自主的な
　　団体が自分たちの手で行ったまちづくりに関する事業に対し、その事業費の一部を助成しました。

　

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
山
口
地
区
の
２

大
景
観
の
一
つ
「
蓮
池
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ハ
ス
ミ
ン
」
を
活
用
し
た
恒
例
イ

ベ
ン
ト
の
山
口
蓮
ま
つ
り
や
レ
ン
コ
ン
掘
り
な
ど
で

は
過
去
最
大
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

詩
人
、
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
、
校
歌
の
作
詞
な

ど
数
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
芳
賀
秀
次
郎
氏
の
生

誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、
記
念
講
演
、
町
内
小
中

高
生
の
詩
の
表
彰
、
合
唱
団
等
に
よ
る
校
歌
等
の
合

唱
な
ど
の
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
を
機
に
、
戦
争
を
実
際
に
体
験
し
た

方
々
の
声
を
収
録
し
た
冊
子
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
や
人
命
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ
一
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
立
図
書
館
に
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

東
根
地
区
の
歴
史
や
文
化
、
町
内
外
で
活
躍
さ
れ

た
人
物
に
焦
点
を
あ
て
た
、
地
域
の
子
供
向
け
の
副

読
本
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

東
根
地
区
の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児
童
や
全
戸

に
も
配
布
さ
れ
、
地
域
が
益
々
活
性
化
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
事
業

生
涯
学
習
事
業

歴
史
・
文
化
事
業

歴
史
・
文
化
事
業

同
窓
会
助
成
事
業

平
成
12
年
度
卒
業
生
の
皆
さ
ん
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平
成
28
年
度
福
祉
事
業
の
ご
案
内

高
齢
者
福
祉

■
八
乙
女
げ
ん
き
塾
事
業

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
65

歳
以
上
の
方
で
、
介
護
予
防
の
た
め
に

利
用
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

▼
利
用　

月
曜
日
～
金
曜
日
の
間
で
概

ね
１
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で▼
利
用
料　

１
回
当
た
り
７
０
０
円

▼
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
い
き
い
き
在
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト　

　

事
業（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
65

歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
日

常
生
活
で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な
方

▼
利
用　

家
事
支
援
、
１
週
間
２
回
以

内
で
１
回
１
時
間
未
満

▼
利
用
料　

１
回
あ
た
り
２
３
６
円

■
短
期
宿
泊
活
用
地
域
生
活
サ
ポ
ー

　

ト
事
業
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
）

▼
条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
65

歳
以
上
の
方
で
、
生
活
支
援
及
び
指
導

が
必
要
な
方
。
介
護
者
が
冠
婚
葬
祭
で

不
在
の
と
き
な
ど
。

▼
利
用　

７
日
間
以
内
／
月

▼
利
用
料　

食
費
・
滞
在
費
含
み
１
日

当
た
り
２
２
０
２
～
３
４
８
６
円
で
、

施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し
ま
す
。

▼
条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳
の
方

▼
給
付　

77
歳
は
町
の
賀
詞
、
88
歳
は

町
の
賀
詞
及
び
町
の
祝
品
（
敬
老
会
で

支
給
）、
99
歳
は
県
の
賀
詞
及
び
町
の

祝
品
（
敬
老
会
で
支
給
）、
１
月
１
日

で
数
え
１
０
０
歳
の
方
に
賀
詞
と
５
万

円
を
支
給
し
ま
す
。（
い
ず
れ
も
贈
呈
時

ご
存
命
の
方
に
限
る
）

■
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者

　

激
励
金
支
給
事
業　

　

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
等
を
介
護

し
て
い
る
方
に
、
介
護
者
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介
護
者

▼
給
付　

２
万
６
０
０
０
円

■
在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
方
等

に
、
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。

▼
条
件　

世
帯
の
収
入
額
の
合
計

が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員
数
＋

５
０
０
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

※
概
ね
65
歳
以
上
で
要
介
護
度
１
以
上

　

の
方
（
入
院
中
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

▼
給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

■
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト　

　

ワ
ー
ク
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、
急

病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
ご
く
簡
単

な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る

こ
と
の
で
き
る
緊
急
通
報
機
器
の
設
置

を
行
い
ま
す
。

▼
条
件　

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
、

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
で
町
民
税
非

課
税
世
帯

▼
利
用
料　

１
カ
月
当
た
り
５
４
０
円

■
物
忘
れ
相
談
事
業

▼
条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る
方

や
、
そ
の
家
族

▼
利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見
・

治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精
神
科
医

に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
利
用
料　

無
料

■
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
事
業

　

体
力
・
運
動
機
能
の
維
持
向
上
を
目

的
に
、
週
１
回
２
時
間
程
度
の
運
動
を

行
う
教
室
で
す
。

▼
条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
元

気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
修
了
者
の
方
、
ま

た
は
運
動
を
希
望
す
る
65
歳
以
上
の
方

▼
利
用
料　

１
回
当
た
り
２
０
０
円

■
高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費

　

支
給
事
業

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を
支
給
し
ま

す
。

▼
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
世
帯

▼
給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当
た

り
１
万
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
年

度
３
回
以
内

■
高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯
に
対

し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
世
帯

▼
内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生
活

道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪
を
行
い

ま
す
。

■
認
知
症
支
援
訪
問
事
業

　

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
、
認
知
症

の
方
と
家
族
の
方
が
安
心
し
て
在
宅
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知
症
ケ
ア

の
専
門
職
が
訪
問
し
支
援
し
ま
す
。

▼
条
件　

40
歳
以
上
の
方
で
認
知
症
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方

■
お
た
っ
し
ゃ
訪
問
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
保
健

看
護
職
が
訪
問
し
ま
す
。

▼
条
件　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

■
お
で
か
け
見
守
り
事
前
登
録

　

徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
と

き
、
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。

■
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

　

支
援
事
業

　

認
知
症
に
よ
り
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
が
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
し

た
場
合
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ
実
施
事
業

　

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
認
知
症
カ
フ
ェ（
の
ど
か
カ
フ
ェ
）

を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
19
ペ
ー
ジ
「
見
守
り
支
え
合

　

い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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■
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器

　

購
入
支
援
事
業

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
の
補

聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
こ
と
等

▼
助
成　

補
聴
器
購
入
費
用
に
３
分
の

2
を
乗
じ
た
額

※
た
だ
し
、
補
聴
器
の
種
類
ご
と
に
助

　

成
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▼
内
容　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
等
の
給
付
、

便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修
費
給
付
な

ど
。

▼
条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
者
ま
た
は

難
病
等
の
方

▼
料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に
応
じ

　

て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

▼
内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無

料
）、  

日
中
一
時
支
援
事
業
、
移
動
支

援
事
業
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
支

援
含
む
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
、
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助

成
事
業
な
ど
。

▼
条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者（
児
）ま
た
は
難
病
等
で
支
援
が
必
要

な
方

▼
料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割
負

担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

等
利
用
助
成
事
業　

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
内
容　

年
間
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
２
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交
付
。

腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
の
た
め
通
院
の

方
は
２
冊
。

▼
条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
方

（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障
害
は
１
～
４

　

級
の
方
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～
２

　

級
の
方

■
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費

　

助
成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
の
通

院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の
所

得
税
非
課
税
の
方
で
、
生
活
保
護
法
な

ど
に
よ
り
通
院
交
通
費
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
方

※
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利

　

用
助
成
事
業
と
の
併
用
不
可
。

▼
給
付　

自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の

往
復
距
離
に
よ
り

・
20
㌔
未
満　

３
０
０
０
円
／
月

・
20
㌔
以
上
30
㌔
未
満　

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円
／
月

・
30
㌔
以
上　

５
０
０
０
円
／
月

■
重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
に
対
し
、
介
護
者
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級

ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
で
、
日
常
生
活
全
般
に

お
い
て
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
障
が
い

者
の
介
護
者

▼
給
付　

年
額
２
万
６
０
０
０
円

  ■
自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神

　

通
院
医
療
） 

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

▼
条
件　

更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精

神
通
院
医
療
の
対
象
疾
病
を
有
す
る
方

で
、
一
定
所
得
未
満
の
方
。

▼
給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分
の

一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状
況
な
ど

に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な
り
ま
す
。）

■
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

　

祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

▼
条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上
入

院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方
、

本
人
及
び
扶
養
義
務
者
が
一
定
所
得
未

満
の
方

▼
給
付　

 

年
４
回
支
給（
月
額
）

・
20
歳
以
上
２
万
６
８
３
０
円　

・
20
歳
未
満
１
万
４
６
０
０
円        

■
障
害
者
相
談
支
援
事
業（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

▼
内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩
み

や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な
職
員
が

相
談
を
受
け
、
そ
の
方
に
あ
っ
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
日　

月
曜
か
ら
日
曜
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
第
一
・

第
三
土
曜
、日
曜
・
年
末
年
始
は
休
み
）

▼
連
絡
先　

相
談
支
援
事
業
所
お
き
た

ま　

☎
88

－

５
３
５
７

■
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

　

医
師
の
処
方
に
よ
り
在
宅
酸
素
療
法

を
行
っ
て
い
る
方
に
酸
素
濃
縮
器
の
電

気
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
給
付　

呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
３
、４
級
を
所
有
し
て

い
る
方
は
月
額
１
６
０
０
円
。 

そ
の
他

の
方
は
月
額
８
０
０
円
。

　

●心身障がい者福祉に関する問い合わせ　健康福祉課福祉係　☎８６-０１１１

心
身
障
が
い
者
福
祉

■
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

▼
内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、
短

期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
居
宅
生
活
や
障

が
い
者
支
援
施
設
な
ど
へ
の
入
所
・
通

所
の
支
援

▼
条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者（
児
）・
難
病
等
で
支
援
が
必
要
な
方

※
障
害
支
援
区
分
認
定
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。

▼
料
金　

世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況
に

応
じ
た
負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

■
補
装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能
を
補

完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

▼
内
容　

必
要
な
補
装
具
費
を
支
給
。

▼
条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者
ま

た
は
難
病
等
で
、
障
が
い
に
よ
り
必
要

な
方

▼
料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に
応
じ

　

て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。
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Family  Support

児
童
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
も
、
生
活
安
定
と
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象　

中
学
校
終
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

▼
支
給
額
（
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
）　

・
３
歳
未
満　

１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前

　

第
１
子
、
第
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生　

１
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
の
場
合
は

　

一
律
５
０
０
０
円

▼
支
給
月　

・ 

平
成
28
年
６
月
（
平
成
28
年
３
月
分
～

　

５
月
分
）

・ 

平
成
28
年
10
月
（
平
成
28
年
６
月
分
～

　

９
月
分
）

・ 

平
成
29
年
２
月
（
平
成
28
年
10
月
分
～

　

平
成
29
年
１
月
分
）

▼
そ
の
他　

次
の
方
は
、
町
民
課
戸
籍
年

金
係
で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す
る

　

児
童
が
で
き
た
方
、
養
育
す
る
児
童
が

　

増
え
た
方

②
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
、

　

養
育
す
る
児
童
が
い
る
方

（
原
則
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
と
な
り
ま
す
。
出
生
や
転
入
な
ど
の
場

合
は
15
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
児
童
手
当
の
給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

　

毎
年
６
月
に
、
前
年
の
所
得
状
況
や
年

　

金
の
加
入
状
況
を
記
載
し
た
現
況
届
を

　

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
別
途
ご

　

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提
出

　

く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
で
手
続
き
が
必
要
な
場
合
、

　

勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
の
た
め
に
児
童
手
当
を
町

　

に
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希

　

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

《所得制限限度額》

扶養親族等の数
所得制限
限度額

収入額の目安

０人 622万円 833.3万円

１人 660万円 875.6万円

２人 698万円 917.8万円

３人 736万円 960.0万円

４人 774万円 1,002.1万円

５人 812万円 1,042．1万円

　

ファミリーサポートをご利用ください
　「保育園の送迎ができない…」「休日だけど
仕事が休めない…」といった方に対し、育児
を応援したい方（協力会員）が自宅での預
かりや送迎といった子育てを支援するのが

「ファミリーサポート」です。

◎休日２時間30分以上ファミリーサポートセンターを利
　用する場合、町が利用料金の一部を支援します。
※２時間までの利用は通常料金となります。

休日利用料金と助成額
２時間30分以上 助成額（助成後）

利用
料金

①２時間30分　1,750円
②３時間　　　 2,100円
③３時間30分　2,450円
④４時間以上　2,800円以上

① 300円（1,450円）
② 600円（1,500円）
③ 900円（1,550円）
④１時間あたり300円

利用会員（登録必要）
「子どもを預かってください」

ファミリーサポートセンター
「わかりました。協力会員を紹介します」

協力会員（登録必要）
「はい。お預かりします。」

ファミリーサポートの利用時間と利用料金

●時間　午前７時～午後７時まで（要予約）
　※上記以外の時間に利用したい場合はご相談くだ
　　さい。
●料金　平日　　　　１時間あたり600円
　　　　土日・祝日　１時間あたり700円

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

協力会員

募集中！

【問い合わせ】子育て支援センター「にこぽーと」・ファミリーサポートセンター　☎８７- ００８３

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16



町からのお知らせ

　大江町出身の写真家、山本や
す子さんが白鷹町の古典桜を撮
り収めた写真集「桜源郷しらた
か　～やまがたの古

こ ご と

事をつなぐ
～」が出版されました。
　開花時期の桜のみならず、四
季折々の桜の木や町の風景写真
が収められていますので、ぜひ
お買い求めください。

●価格　一冊2,916円（税込）
●取扱い・問い合わせ　
　産業振興課観光交流係　
　☎８５- ６１２６

□ 

平
成
29
年
４
月
入
学
の
皆
さ
ん
へ

　

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す

　

町
で
は
、
小
学
校
新
入
学
を
祝
い
、
健
や

か
な
成
長
を
祈
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
請
で
き
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
し
く
は
今
後
の
広
報
し
ら
た
か
や
保
育
園

等
を
通
じ
て
年
長
児
へ
配
付
す
る
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
白
鷹

町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
す
方

①
平
成
29
年
４
月
に
町
内
小
学
校
へ
入
学
予

　

定
の
方

②
平
成
29
年
４
月
に
県
内
の
特
別
支
援
学
校

　

の
小
学
部
に
入
学
予
定
の
方

▼
申
請
者　

　

対
象
者
の
保
護
者

▼
日
程

・
７
月
上
旬
～
８
月
―
中
央
公
民
館
に
て
見

　

本
品
を
展
示
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
教
育
委
員
会
へ
提
出

・
８
月
末
―
申
請
書
提
出
締
め
切
り

・
平
成
29
年
２
月
―
入
学
予
定
者
へ
贈
呈

▼
ラ
ン
ド
セ
ル
概
要

・
サ
イ
ズ　

Ａ
４
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　

対
応

・
色　
　
　

７
種
類
程
度

【
問
い
合
わ
せ
】 
白
鷹
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
係　

☎
85

－

６
１
４
４

販 売 情 報

□ 

６
月
１
日
は

　

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者

の
救
済
を
し
た
り
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

《
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

髙
橋　

武
夫 

さ
ん
（
高
玉
）

芳
賀
健
治
郎 

さ
ん
（
鮎
貝
）

嶋
林　

淳
子 

さ
ん
（
荒
砥
）

鈴
木　

和
夫 

さ
ん
（
十
王
）

鈴
木　

成
子 

さ
ん
（
中
山
）

遠
藤　

啓
子 

さ
ん
（
広
野
）

《
相
談
日
》

▼
い
つ　

毎
週
月
・
金
曜
日

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支

局
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８
）

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
人
権
特
設
相
談
日
》

▼
い
つ　

６
月
６
日
（
月
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分　

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

□
「
電
気
さ
く
」に
ご
注
意
を

　　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防
止

の
た
め
、「
電
気
さ
く
」
を
設
置
し
て

い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
「
電
気
さ
く
」
を
設
置
す
る
方
と
近

隣
に
住
む
方
と
で
、
お
互
い
に
「
電
気

さ
く
」
の
場
所
を
確
認
し
、
安
全
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
電
気
さ
く
を
設
置
す
る
方
へ

・「
電
気
さ
く
」
を
設
置
し
た
場
所
に

　

は
、
人
が
見
や
す
い
よ
う
に
適
当
な

　

間
隔
で
危
険
で
あ
る
旨
の
表
示
を
す

　

る
こ
と
。

・「
電
気
さ
く
」
の
電
源
は
、
電
気
用

　

品
安
全
法
の
適
用
を
受
け
る
専
用
電

　

源
装
置
又
は
出
力
が
制
限
さ
れ
た
直

　

流
電
源
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
。

・
電
気
を
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家

　

庭
の
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
）
か
ら
供
給

　

し
、
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所
に

　

設
置
す
る
場
合
は
、
漏
電
遮
断
器
を

　

設
置
す
る
こ
と
。

●
住
民
の
方
へ

・
近
隣
の
「
電
気
さ
く
」
を
設
置
し
て

　

い
る
場
所
を
確
認
し
、
む
や
み
に
近

　

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振
興
課
森
林
整

備
係　

☎
85

－

６
１
２
５
（
直
通
）

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す

対
象
者
の
保
護
者

・
７
月
上
旬
～
８
月
―
中
央
公
民
館
に
て
見

※写真はイメージです。
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●募集内容　町の特徴を表現した未発表
　の CM １作品
●参加資格　個人・団体を問いません。
　ただし、11 月 15 日（火）に山形市
　で開催される予定の審査会に出席でき
　る個人・団体に限ります。
●応募方法　企画書（シナリオ、製作の
　スケジュールなどを簡潔にまとめたも
　の）を７月 15 日（金）まで提出して
　ください。企画書の段階で、企画政策
　課情報係にて審査を行い、採用作品を
　決定します。
●作品製作期限　10 月７日（金）

　　観光・物産・伝統・人物・歴史・自然など、白鷹町の魅力を 15 秒間で PR する
　CM 作品を募集します。

白鷹町の魅力を映像にして伝えてみませんか？

●賞金　採用作品に５万円を贈呈
●その他
・ 著作権、個人情報保護法などに抵触し
　ない作品に限ります。
・ 応募作品の著作権は、町に帰属させて
　いただきます。
・ 審査は撮影・編集技術よりも、魅力あ
　る地域情報であることを優先します。
・ 採用作品は、第 17 回山形ふるさと
　CM 大賞に出品させていただきます。

【応募・問い合わせ】
企画政策課情報係　☎８５- ６１２１

第 17回「山形ふるさと CM大賞」出品作品募集
15 秒間で PR する

・ 著作権、個人情報保護法などに抵触し

・ 応募作品の著作権は、町に帰属させて

・ 審査は撮影・編集技術よりも、魅力あ
　る地域情報であることを優先します。
・ 採用作品は、第 17 回山形ふるさと
　CM 大賞に出品させていただきます。

企画政策課情報係　☎８５- ６１２１

第 17回「山形ふるさと CM大賞」出品作品募集
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■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■

第 16回大会作品（優秀賞受賞）
「みんなでつくる白たかの紅（あか）シラタカ・レッド」

平成 27 年度版  
広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います

　広報紙の有料製本を行います。希望される方は、
下記によりお申し込みください。

▼  製本対象
　平成 27 年度に発行した
　・広報しらたか（No.1158 ～ 1181）
　・議会だよりしらたか（No.126 ～ 129）

▼  料金　１部　500 円

▼  受付期間　６月 17 日（金）まで

▼  申込方法　広報紙つづりに住所と氏名を記入し、
　各地区コミュニティセンター、または企画政策課
　情報係までお持ちください。備え付けてある受付
　表に住所と氏名を書いてください。

▼  製本後のお渡しとお支払い
 ・製本が終わりましたら、ご家庭へ郵送します。
 ・同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆう
　ちょ銀行は除く）、または役場出納窓口で料金をお
　支払いください。
【問い合わせ】企画政策課情報係　☎８５- ６１２１

  ――― お願い ―――

 ・「広報しらたか」「議会だよりしらたか」以外の　
印刷物などは入れないようにしてください。
 ・つづる順番は広報しらたか４月号が一番上にな　
るようにし、おしらせ版３月号の後に、議会だよ　
りしらたかを整理してください。
 ・一部の号が抜けている場合はできる限り補充し　
ますので、不足の号を表紙に明記してください。

広
報
し
ら
た
か

議
会
だ
よ
り
し
ら
た
か

町からのお知らせ
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町からのお知らせ

　
　
　
　
　
　

地
籍
調
査
は
土
地
の
現
況
を
調

　
　
　
　
　
　

査
す
る
も
の
で
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
及
び
地

目
の
調
査
並
び
に
境
界
の
測
量
及
び
面
積
の
測

量
を
行
い
、
地
図
（
地
籍
図
）
及
び
簿
冊
（
地

籍
簿
）
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
土
地
の
表
示

に
関
す
る
登
記
が
書
き
替
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

字
限
図
に
替
わ
っ
て
地
籍
図
が
登
記
所
の
備
え

付
け
の
地
図
と
し
て
保
存
さ
れ
ま
す
。（
※
所
有

者
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

こ
の
調
査
の
際
、
条
件
に
応
じ
て
土
地
の
分

筆
や
合
筆
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
調
査
で
は
、
土
地
所
有
者
の
方
が
自
分
で

変
更
な
ど
の
登
記
申
請
を
す
る
必
要
が
な
く
、

登
録
免
許
税
な
ど
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
土
地
を
守
る 

地
籍
調
査

― 
今
年
度
の
調
査
範
囲
は
萩
野
地
区
で
す 

―

地
籍
調
査

地
籍
方
法

問　

建
設
水
道
課
用
地
係  

☎
85

－

６
１
３
９

　

　白鷹中学校、蚕桑小学校、鮎貝小学校、荒砥
小学校、東根小学校でボランティアとしてお手
伝いしていただける方を募集します。

▼  登録できる方
　町内在住の方であれば、どなたでも登録でき
ます。

▼  活動期間　
　登録完了日より平成29年3月17日まで

▼  活動内容
　学習支援、校舎内外の環境整備支援、部活動
指導支援、学校行事支援などの中から、ご協力
いただけるボランティア内容を選んで登録して
ください。
※内容の詳細については、町内の各小中学校、

　中央公民館、各地区コミュニティセンターに
　置いてあるチラシ、または、町のホームペー
　ジをご覧ください。

▼  募集期間　5月31日（火）まで

▼  登録手続
　町内の各小中学校、中央公民館、各地区コミ
ュニティセンターに置いてあるチラシ裏面の
「ボランティア登録票」に必要事項をご記入い
ただき、白鷹中学校または教育委員会にお届け
ください。（「ボランティア登録票」は町のホー
ムページからもダウンロードできます。）
【問い合わせ】　
白鷹中学校　横澤　☎85-5531 / FAX85-5532
教育委員会学校教育係
                           　  ☎85-6144 / FAX85-2183

学校支援地域本部事業ボランティア募集

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
に
調
査
す
る
地
域

　
　
　
　
　
　

は
上
の
図
の
範
囲
で
す
。

①
ま
ず
、
土
地
所
有
者
の
方
は
自
分
で
境
界
杭

　

を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
隣
接
し
て

　

い
る
土
地
の
所
有
者
と
必
ず
立
ち
会
っ
て
境

　

界
を
確
認
し
た
う
え
で
杭
を
打
っ
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
自
分
の
所
有
地
内
で
あ
っ
て
も
、

　

田
と
畑
と
い
っ
た
よ
う
に
地
目
が
異
な
る
所

　

に
は
地
目
境
の
杭
を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
境
界
杭
の
設
置
が
終
わ
る
と
、
建
設
水
道
課

　

か
ら
係
員
が
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
。
そ
の

　

際
、
土
地
所
有
者
の
方
は
正
し
い
調
査
が
で

　

き
る
よ
う
に
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
境
界
杭
の
確
認
が
終
わ
る
と
、
引
き
続
き
す

　

べ
て
の
境
界
杭
を
測
量
し
ま
す
。

※
調
査
の
概
要
は
以
上
で
す
が
、
詳
し
く
は
土

地
所
有
者
の
方
に
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。
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町からのお知らせ

農畜産物等に対する放射性物質の
自主検査費用の一部を補助します

　放射性物質による農畜産物などへの汚染を自主
的に検査するため検査機関に検査委託を行うのに
必要な費用の一部を予算の範囲内で補助します。

●対象者
　対象者は、自ら販売を直接行うなど、農畜産　
物に対する放射能検査を自主的に行う町内の　方
で、以下の条件のいずれかに当てはまる方。
①認定農業者
②農業生産法人、農業協同組合及び農業生産団体
③その他町長が必要と認める者

●補助額
　検査料（税抜）として支払った額（2 万円上限）
※補助の対象になるのは１申請者につき４検体
ま　でとなります。
●検査機関
　検査機関は、国の検査基準に基づき検査を実　
施し、検査証明書を発行できる機関とします。
【問い合わせ】
産業振興課農業振興係　☎８５- ６１０７

□ 

平
成
28
年
度
の
所
得
証
明
書
及
び

　

 
課
税
証
明
書
等
の
発
行
開
始
日

【特別徴収の方】５月 13日（金）
༩ॴಘऀͷೲ੫ํ๏Ͱɺ೥੫څ　
ֹΛ ��ճʢ݄͔̒Βཌ೥݄̑·
Ͱʣʹ෼͚ɺձࣾͳͲʢಛผ௃ऩ
ٛ຿ऀʣ͕݄ʑͷڅ༩͔ΒఱҾ͖
Ͱ௃ऩ͠ೲ੫͍ͯͨͩ͘͠ํɻ

【普通徴収の方】６月 15日（水）
（年金特別徴収の方を含む）
ᶃࣗӦऀۀͳͲͷೲ੫ํ๏Ͱɺ೥
ɹ੫ֹΛ̐ظʢ̒ ɾ݄̔ ɾ݄�� ɾ݄
ɹ�� ݄ʣʹ෼͚ͯࣗ෼Ͱೲ੫͠
ɹ͍ͯͨͩ͘ํɻ
ᶄ೥ۚಛผ௃ऩͷํʜ೥ۚॴಘऀ
ɹͰ೥͔ۚΒͷఱҾ͖Ͱೲ੫ͯ͠
ɹ͍ͨͩ͘ํɻ

　

平
成
28
年
度
の
所
得
証
明
書
は
平
成
27
年
分
の
所
得
、
課

税
証
明
書
等
に
は
平
成
27
年
分
の
所
得
に
対
す
る
課
税
額
が

記
載
さ
れ
ま
す
。　

※
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
白
鷹
町
に
住
所
の
あ
る
方
で

　

所
得
の
申
告
が
あ
る
方
に
発
行
で
き
ま
す
。

※
所
得
の
申
告
が
な
い
場
合
は
別
途
申
告
書
の
提
出
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。（
税
務
出
納
課
へ
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】  

税
務
出
納
課
町
民
税
係  

☎
85

－

６
１
３
２

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

昨
年
か
ら
引
き
続
き
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方
も
、
期
間
内
に

再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
内
に
申
請
さ
れ
な
い
場

合
は
、
減
免
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
期
間　

納
付
書
が
届
い
た
日
～
５
月
31
日
（
火
）

※
納
期
限
ま
で

▼
申
請
場
所　

税
務
出
納
課
町
民
税
係（
④
番
窓
口
）

▼
申
請
の
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

①
身
体
障
害
者
手
帳　
　
　

②
免
許
証

　

③
軽
自
動
車
税
の
納
付
書　

④
印
鑑

※
家
族
が
運
転
す
る
場
合
は
、
運
転
す
る
方
の
免
許
証
も
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

②
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
さ
れ
る
方
へ

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
た
方
の
車
検
時
に

必
要
な
納
税
証
明
書
は
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、

発
送
ま
で
の
間
に
車
検
を
受
け
ら
れ
る
方
に
は
随
時
発
行
し

ま
す
。
引
き
落
と
し
の
確
認
時
間
を
短
く
す
る
た
め
、
お
手

数
で
す
が
引
き
落
と
し
の
確
認
が
で
き
る
預
金
通
帳
を
記
帳

し
て
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

③
軽
自
動
車
税
を
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
へ

　

納
付
書
の
右
端
が
、
車
検
時
に
必
要
な
「
軽
自
動
車
納
税

証
明
書
（
継
続
検
査
用
）」
に
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
の
あ

る
方
は
失
く
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
失
く
さ
れ
た
場
合
は
、
役
場
の
税
務
出
納
課
窓
口

（
④
番
窓
口
）
で
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
納
付
が
確
認
で

き
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）
を
ご
持
参
の
う
え
お
い
で
く
だ

さ
い
。（
町
で
納
付
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
、
納
付
さ
れ
た
場

所
が
金
融
機
関
の
場
合
２
～
７
日
程
度
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
場
合
は
２
～
３
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】  

税
務
出
納
課
町
民
税
係  

☎
85

－

６
１
３
２

□ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

  

納
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）
で
す

①
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
要
件
に
つ
い
て
は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町からのお知らせ

！
□ 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
ご
注
意
く
だ
さ
い

再生可能エネルギー推進事業

住宅用太陽光発電設備・木質バイオマス燃焼機器（ペレットストーブ及び
薪ストーブ）の導入を支援します　
　
　町では、白鷹町第２次環境基本計画及びエネルギー計画に基づき、再生可能エネルギーの普及推進を図
るため、個人住宅への太陽光発電設備・木質バイオマス燃焼機器（ペレットストーブ及び薪ストーブ）の
導入を支援します。　

˝ �交付対象者　町内に住所を有し、かつ、自ら居住する住宅（予定を含む）を対象として県の平成28年
　　　　　　　度再生可能エネルギー設備導入事業費補助金の申込が受理決定された方（県内施工業者が
　　　　　　　設置する工事が対象）。また、町税等の滞納がない方。

˝ �申請期限　平成29年２月28日（火）必着

˝ �補助金額　○太陽光発電設備（発電出力１kw あたり25,000円 ※ 家庭用10kw 未満が対象です。）
　　　　　    ○木質バイオマス燃焼機器（機器導入費用の1/2）

˝ �募集件数　先着順で予算の範囲内

˝ �他補助金との併用　住宅リフォーム総合支援事業との併用はできません。詳しい内容や申請方法はお問 
　　　　　　　　　　い合わせください。
■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎８５- ６１３１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と

は
、
主
に
工
場
の
ば
い
煙
や
自
動

車
の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸

化
物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
が
日

光
の
紫
外
線
の
働
き
に
よ
り
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
て
生
成
さ
れ
る

酸
化
性
物
質
の
総
称
で
す
。

　

県
内
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
の

風
の
弱
い
晴
天
日
に
高
濃
度
に
な

り
や
す
く
、
常
時
監
視
の
測
定
デ

ー
タ
が
１
時
間
値
で
０
・
１
２
０

ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
た
場
合
で
、
気
象

条
件
か
ら
み
て
汚
染
が
継
続
す
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
注
意
報

が
発
令
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
汚

染
状
況
が
悪
化
し
１
時
間
値
が

０
・
４
０
０ｐ
ｐ
ｍ
を
越
え
る
と

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒

子
状
物
質
）
は
、
大
気
中
の
直
径

２
・
５μ
m
（
1μ
m
は
千
分
の

１
ｍ
ｍ
）
以
下
の
粒
子
状
物
質
の

総
称
で
、
物
の
燃
焼
な
ど
に
よ
っ

て
直
接
排
出
さ
れ
る
も
の
と
、
大

気
中
で
の
化
学
反
応
に
よ
り
生
成

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
自
然

由
来
の
も
の
や
越
境
汚
染
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
健
康
影
響
が
出
現
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
濃
度
水
準
（
日
平
均
70μ
g

／
㎥
）
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
、
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
ま

す
。
特
に
小
児
や
高
齢
者
が
影
響

を
受
け
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
学
校
や
保
育
施
設
・
福
祉
施

設
な
ど
に
通
知
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
放
送
や
、
広
報
車
で
町
民

の
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
解
除
さ
れ
た
と
き
も

広
報
し
ま
す
。

　

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
発
令
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
行
わ

れ
た
ら
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

● 

町
民
の
方
は

①
な
る
べ
く
窓
を
閉
め
て
、
屋
外

　

に
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
特
に
、
小
児
や
高
齢
者
は
、
屋

　

外
で
の
運
動
や
作
業
を
控
え
る
。

③
屋
外
で
の
活
動
な
ど
を
実
施
さ

　

れ
て
い
る
主
催
者
の
方
は
、
活

　

動
を
自
粛
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

④
目
や
喉
に
、
か
ゆ
み
や
痛
み
を

　

感
じ
た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を

　

す
る
。

⑤
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師

　

の
手
当
て
を
受
け
、
役
場
や
県

　

の
環
境
課
な
ど
に
被
害
状
況
を

　

連
絡
す
る
。

⑥
自
動
車
の
使
用
を
自
粛
し
、
使

　

用
す
る
場
合
は
自
動
車
の
急
発

　

進
、
急
加
速
、
不
必
要
な
ア
イ

　

ド
リ
ン
グ
を
や
め
、
エ
コ
ド
ラ

　

イ
ブ
を
心
が
け
る
。

● 

事
業
者
の
方
は

①
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置
し
て

　

い
る
事
業
者
の
方
は
、
燃
焼
の

　

自
粛
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
だ

　

け
、
ば
い
煙
の
排
出
量
を
削
減

　

す
る
。

②
有
機
溶
剤
使
用
事
業
者
、
石
油

　

貯
蔵
事
業
者
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油

　

所
は
、
そ
の
使
用
量
の
削
減
、

　

給
油
作
業
の
自
粛
な
ど
に
よ

　

り
、
大
気
中
へ
の
揮
発
性
有
機

　

化
合
物
の
排
出
を
削
減
す
る
。

③
自
動
車
は
、
で
き
る
だ
け
発
令

　

地
区
内
を
通
過
し
な
い
よ
う
に

　

す
る
。

※
大
気
の
状
況
は
、
県
の
ホ
ー
ム  

　

ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確

　

認
で
き
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン

　

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電

　

話
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
】
町
民
課
く
ら
し

環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１
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͠Β̧͔ͨ̐৘ใ ～ごみ減量できることからはじめよう～

　可燃ごみ・不燃ごみについては、前年度を上回る排
出量となりました。１人１日あたりにすると 433g で、
目標の 370g に対しては、63g 増でした。
　また、３月 22 日から 25 日までの４日間、小型家
電回収を初めて実施しました。これは、パソコンや携
帯電話などに含まれる有用金属の再資源化を図り、不
燃ごみを減量するもので、回収結果はパソコン 85 台、
携帯電話 19 台ほか合計 736kg を 62 名の方にお持ち
いただきました。ご協力ありがとうございました。
　集団資源回収は、延べ 39 団体で 191kg を回収し
ました。資源回収量は、集積所回収と集団回収を合わ
せて 654t を目標としていますが、結果は 568t でした。
　９月から 11 月にかけて、町内小中学校５校と蚕桑
８町内にご協力いただき、美しい郷づくり推進会議に
よる廃食用油回収を実施し、186L を回収しました。

ごみの種類 Ｈ27 Ｈ26

可燃ごみ 2,688ｔ 2,672ｔ

不燃ごみ 212ｔ 174ｔ

資

源

回

収

古紙 212ｔ 207ｔ

空き缶 28.40ｔ 30.70ｔ

空き瓶 137ｔ 131.98ｔ

ペットボトル 31.43ｔ 31.36ｔ

プラ製容器包装類 47.62ｔ 46.99ｔ

～有価物集団資源回収奨励金を支給します～

　白鷹町美しい郷づくり推進会議では、ごみの
資源化、再生利用による減量化を推進し、リサ
イクルへの意識を高めるため、資源回収を行っ
た団体へ奨励金を交付いたします。

● 対象団体　子供会、婦人団体、青年団体、
　　　　　　老人クラブなど非営利の団体
● 対象となる有価物　古紙類、金属類

おしらせ

Ｒ
ごみ処理状況速報！

【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎８５- ６１３１

●日時・場所
　・５月29日（日）午前10時～午後３時
　　中央公民館１階「文化実習室」
　・５月30日（月）午前９時～午後５時
　　白鷹町役場１階　くらし環境係
　　（正面入口右　③番窓口）　
●回収できる小型家電
　パソコン、携帯電話、デジタルカメラ、ビデ
　オカメラ、ゲーム機、ワープロ、DVD プレ
　ーヤー、地デジ・BS チューナー
【問い合わせ】
「白鷹ごみゼロの日」実行委員会事務局
（町民課くらし環境係）☎８５- ６１３１

０――――５月30日――――「白鷹ごみゼロの日」です
　

　町民の皆さんで一層のごみ減量化に取り組む
ために、ご家庭で使わなくなった小型家電をリ
サイクルするために回収します。
　対象となる小型家電を回収場所へ直接ご持参
ください。料金は無料です。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　認知症の方やご家族をはじめ、地域の方など誰
もが気軽に参加し語り合ったり、認知症について
理解を深める場として「のどかカフェ」を開催します。
　これから毎月１回ちょぼらの家で開催します。開催日程は原則第４水
曜日の午後２時から３時 30 分までです。お気軽にお越しください。

▼  日時　５月 25 日（水）午後２時～３時 30 分

▼  場所　ちょぼらの家（白鷹町大字荒砥甲３７３- ８）☎ 85-6188

▼  対象　認知症の方やそのご家族、地域の方等

▼  費用　費用は無料です。

▼  申し込み　不要（※直接ちょぼらの家にお越しください。）

▼  その他　日程が変更になる場合がありますので、「広報しらたか」
　や、町のホームページで確認ください。　　　　　

のどかカフェ　　 を開催します。

　開催にあたり、ボランティアを募集します。毎回２名のボランティアの方にお手伝いい

ただきたいと思います。認知症サポーターの方でご協力いただける方は、地域包括支援セ

ンター係までご連絡ください。　

募 

集

ちょぼらの家

♥
　
　
　

活
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会
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４
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催
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た
。
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い
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。

　

結
婚
に
関
し
て
お
悩
み
の

方
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
５
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

５
月
18
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

○
６
月
の
開
催
日

　

６
月
15
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

　

☎
86

－

０
２
１
２

私たちが婚活サポート委員です

　平成28年４月から2年間、以下の皆さんに
婚活サポート委員をお願いします。

長谷部善實 さん（高　玉）☎８５-１２８５

菅　亜貴子 さん（山　口）☎８５-４７１４

町田　幸子 さん（横田尻）☎８５-４８０１

神保　玲子 さん（鮎　貝）☎８５-３３３３

佐藤　榮子 さん（荒　砥）☎８５-２０６３

樋口　和子 さん（荒　砥）☎８５-３１４８

鈴木みどり さん（下　山）☎８５-３２４０

鈴木　やの さん（滝　野）☎８５-４１６３

梅津　たま さん（萩　野）☎８５-０７５０

鈴木　悦子 さん（浅　立）☎８５-３２３９

向田　忠博 さん（広　野）☎８５-４３０９

髙橋　良一 さん（畔　藤）☎８５-５０３６

《
婚
活
応
援
室
》

婚 活 情 報

ࠗ
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気持ちを新たに活躍を誓い合う
白鷹町スポーツ少年団合同結団式

しらたかのさくら

　４月上旬、町内の桜が例年より 10 日ほど早く開
花。古典桜の里に春がやってきました。
　４月 8 日、樹齢 500 年を越える古典桜の中で今
年も一番早く開花した殿入ザクラ。「今年は暖冬の
影響で桜が早く開花すると思った」と話す県外から
の観光客の姿がありました。
　釜ノ越農村公園では、17 日から始まる予定だっ
た「釜ノ越・薬師さくらまつり」が、桜満開のため
１日早くスタート。まつり初日は天気も良く、県内
外から多くの方が訪れました。地元の銘菓や農産加
工品、手作り雑貨などが並ぶ売店はもちろん、今年
度から始まったスタンプラリーも好評でした。
　翌４月 17 日には、昨年に引き続き２回目となる

「さくらさくらステージ」が開催され、町内で活動
する「いとはん」「鷹翔會」「高玉芝居」に加え、長
井市からけん玉グループの「べにばなレジェンド」
が参加。それぞれが歌や演奏、舞、けん玉の技を披
露し、観客を楽しませました。
　毎年恒例となった「高玉芝居公演」が行われたの
は４月 23 日。連日の好天により桜の状況が心配さ
れましたが、時折吹く桜吹雪が風情を引き立て、こ
の地に 200 年以上続く義理人情劇に、訪れた大勢
の観衆は魅了されました。
　桜も葉桜となってきた４月 24 日、さくらまつり
の最終日となったこの日は「～花ウォーク～　白鷹
古典桜・さくら回廊そぞろ歩き」が開催されました。
桜満開の中とはなりませんでしたが、参加者はうら
らかな春の日差しを受けながら、約 10 ㌔のコース
を楽しく歩きました。

　今年も町内各地で多くの人を楽しませてくれた、
しらたかのさくら。その美しい姿を見ることができ
たのは一瞬ですが、これからも皆さんの心にずっと
残る思い出ができたのではないでしょうか。―――

春、サクラ

１．桜吹雪舞う高玉芝居　２．ライトアップされた殿入

ザクラは、昼とはまたちがう美しさ　３．釜ノ越サクラ・

十二の桜・山口奨学桜・八乙女種まきザクラをつなぐス

タンプラリーを実施　４．十二の桜の茶屋で名物の「夜

中のかいもち」　５．花ウォークには町内外から約 40 人

が参加した　６．桜越しに残雪をのぞむビュースポット

１

２

３

４

５

６
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気持ちを新たに活躍を誓い合う
白鷹町スポーツ少年団合同結団式

　４月９日、白鷹町スポーツ少年団の合同結団式が
荒砥小学校体育館で行われました。
　今年の団員は 21 団体 439 人。式では全団全員
の入団が承認され、向田俊一本部長から各団に団旗
が手渡されました。その後、団員を代表して、白鷹
剣道スポーツ少年団の海老名芽依さんが力強く「誓

（ちか）いのことば」を述べ、団員一人ひとりが今
年１年の活躍を誓い合いました。
　

第61回山形県縦断駅伝競走大会
地域の思いをたすきでつなぐ
　第 61 回山形県縦断駅伝競走大会が４月 27 日か
ら 29 日の３日間で開催され、県内 11 チームの選
手たちが１本のたすきに地域の思いを込め、新緑の
山形路 305.4 ㌔を駆け抜けました。
　今年、白鷹町からは11人の選手が長井西置賜チー
ムで出走。大会２日目はあいにくの雨となりました
が、今年も白鷹中継所には多くの方が集まり、地元
選手に熱い声援を送ると、選手もそれにこたえる走
りを見せ、長井西置賜チームは昨年より順位を２つ
上げる総合８位という結果を収めました。

渡部　功将 選手（山口）

菅　桂太朗 選手（山口）

高野　　光 選手（深山）

神居　　寧 選手（鮎貝）

小出　央人 選手（荒砥）

手塚雄一朗 選手（十王）

１．小出選手からたすきを受け、勢いよく走りだす渡部選手

２．大会最終日のスタートを切る菅選手（左から４人目）

３．白鷹中継所では「日本の紅（あか）をつくる町」のうち

わで選手を鼓舞（こぶ）した

樋口　冬把 選手（十王）

紺野　　凌 選手（萩野）

紺野　圭汰 選手（萩野）

竹田　裕道 選手（滝野）

遠藤　幸登 選手（広野）

《白鷹町出走選手》

１

２ ３

有事の際の正しい走行を学ぶ
白鷹町消防団安全運転技能講習会

　４月 17 日、マツキドライビングスクール白鷹校
において、白鷹町消防団安全運転技能講習会が初め
て開かれました。
　この講習会は、緊急車両の運転技術向上と走行時
の事故防止を図ることを目的としたもので、団員約
40 人が参加。同校指導員が講師を務め、適切な速
度での走行、Ｓ字でのバック走行、後方確認などが
行われました。団員たちは、有事の際に安全かつ速
やかな移動ができるよう、真剣に取り組みました。
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　町報川柳　― 休 ―　　 

次回「紅」五月二十五日まで。　「細」六月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

《 新 任 者 》

氏名 前任校 教科等

星　和彦 県立博物館 校長

原田洋一 長井高校 国語

本田　礼 北海道根室高校 音楽

佐藤陽介 酒田東高校 数学

渋谷宗馬 茨城大学教育学部 保健体育

鈴木久美子 米沢興譲館高校 養護教諭

倉田雄一 元 米沢工業高校教諭 製図

木村亮介 元 天童高校常勤講師 商業

森谷賢治 前 夜間警備員 学校技能員
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支

え
ら
れ
、
本
校
と
し
て
も
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
た
年
で
し
た
。
平
成
28

年
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
星
和
彦
校
長

を
筆
頭
に
９
名
の
教
職
員
を
迎
え
て

の
船
出
で
す
。
４
月
８
日
の
午
前
に

校
長
着
任
式
・
新
任
式
・
始
業
式
を

終
え
た
後
、
佐
藤
誠
七
町
長
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

未
来
を
担
う
新
入
生
の
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
白
鷹
中
学
、
長
井
南
中

学
、
長
井
北
中
学
、
川
西
中
学
、
沖
郷

中
学
か
ら
計
58
名
の
新
入
生
が
加
わ

り
、
新
た
に
荒
砥
高
校
の
原
動
力
と

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。特
に
、

新
入
生
と
な
っ
た
総
合
学
科
４
期
生
か

ら
、
よ
り
本
校
の
特
色
を
反
映
出
来
る

教
育
課
程
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
会
も
「
も
っ
と
前
へ
」、

「
輝
か
し
い
未
来
へ
」
進
ん
で
い
け
る

よ
う
に
と
の
気
持
ち
を
込
め
、
新
ス

ロ
ー
ガ
ン
「Step to the future

」
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

荒高掲示板 

新体制で臨みます
新任式・入学式・新生徒会執行部

新入生誓いの言葉

代表 小林利貴くん
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あ
く
び
す
る
猫
に
誘
わ
れ
昼
休
み　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

休
み
な
し
給
料
は
い
つ
上
が
る
な
べ　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

休
日
は
居
留
守
を
使
い
軽
寝
す
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

連
休
親
子
蔵
王
登
山
達
成
感　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

産
業
革
命
無
休
で
仂
ら
く
ロ
ボ
ッ
ト
君　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

あ
と
一
歩
休
ま
ず
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
白
鷹
山　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

双
六
の
人
生
た
ま
に
休
み
た
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

人
偏
に
木
の
字
を
添
え
て
ひ
と
や
す
み　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

す
ぐ
実
行
あ
な
た
の
た
め
の
休
肝
日　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

お
さ
ん
ど
ん
休
み
た
い
け
ど
休
め
な
い　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

春
休
み
孫
が
京
都
に
行
く
と
言
う　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

長
い
冬
休
み
が
つ
づ
く
北
の
国　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

連
休
は
友
と
楽
し
く
パ
レ
ス
の
湯　
　
　
　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ

待
ち
に
待
ち
大
型
連
休
矢
の
如
し　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

休
み
の
日
待
っ
て
い
る
頃
張
り
が
あ
り　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

春
休
み
花
咲
く
ひ
ろ
ば（
公
園
）に
家
族
連
れ��　

萩　

野　

紺
野　

五
月

一
休
は
心
の
支
え
智
恵
袋　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

仕
事
後
疲
れ
を
直
す
休
日　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

断
捨
離
に
息
切
れ
果
て
ゝ
ひ
と
休
み　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

週
に
二
回
昔
と
違
う
生
徒
の
休
日　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

休
け
い
に
雑
談
は
ず
む
仲
間
た
ち　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

休
日
が
何
時
か
解
ら
ぬ
孫
の
職　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

松
風
の
湯
の
香
に
ゆ
ら
れ
夢
ご
こ
ち　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

旅
の
宿
老
し
体
に
景
勝
無
し　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

休
日
と
託
つ
け
欠
伸
老
い
る
脳　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

休
肝
日
守
れ
ぬ
ま
ま
に
古
希
が
過
ぎ　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

春
休
み
孫
ヒ
コ
笑
顔
ド
ラ
イ
ブ
…
ネ　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敏
子

年
の
功
自
か
ら
決
め
る
休
肝
日　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

喜
寿
迎
え
友
と
語
ら
う
休
肝
日　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

ス
キ
ー
乗
り
転
ん
で
休
み
笑
い
も
の　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

週
休
は
家
族
ず
れ
し
て
ゆ
っ
く
り
と　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

休
肝
日
決
な
さ
い
と
妻
が
い
う　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

新
聞
の
休
刊
朝
の
手
持
ち
無
沙
汰　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

連
休
日
青
空
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

歩
を
休
め
住
人
無
き
里
暫
し
見
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
4月 4日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

4月 7日 御祝 3,000　
白鷹町パークゴルフ協
会通常総会

4月 15日
香典 10,000　 元職員弔慰金

御祝 5,000　 区長 OB会総会

4月 20日 香典 10,000　 真室川町長ご親族弔慰金

町長交際費町長の主な動静 ４݄ ４݄

月　日 行　　事　　名

4月 1日

教育長辞令交付式

町職員辞令交付式

教育委員辞令交付式

地域おこし協力隊委嘱状交付式

教職員辞令交付式

4月 4日

消防白鷹分署職員辞令交付式

白鷹町交通指導員辞令交付式

重要事業要望　～ 5日まで （東京都）

4月 5日 ヤナ安全 ・豊漁祈願祭

4月 6日
交通安全祈願祭

予算執行事務説明会

4月 7日 白鷹町パークゴルフ協会通常総会

4月 8日
区長 ・副区長 ・町内長会

荒砥高等学校入学式

4月 11日 白鷹高等専修学校入学式

4月 12日
白鷹町民生委員児童委員協議会総会

ドライバーへの交通安全啓発活動

4月 13日

行政相談委員感謝状贈呈式

白鷹町西廻り幹線道路建設促進期成同盟会
総会

4月 14日 商工会女性部第５０回通常総会

月　日 行　　事　　名

4月 15日

「置賜さくら回廊」 花咲けイベント　オープニ
ングセレモニー

定例課長会

4月 18日 区長OB会総会

4月 19日 重要事業要望 （東京都）

4月 20日
地域おこし協力隊委嘱状交付式

白鷹町商工会工業部会通常総会

4月 22日 白鷹町商工会商業 ・サービス部会通常総会

4月 23日
さくらまつり高玉芝居公演

丈六地蔵尊大祭礼 （祈願祭）

4月 24日 白鷹町手をつなぐ育成会総会

4月 25日
白鷹町産業振興戦略会議

白鷹町身体障害者福祉協会総会

4月 26日

まちづくり複合施設等整備特別委員会

議会全員協議会

白鷹町交通安全母の会総会

白鷹町商工会建設木材部会通常総会

4月 27日

自衛官募集相談員委嘱状交付式

消防団協力事業所表示証交付式

健康づくり推進員協議会総会

白鷹町芸術文化協会総会

4月 28日 山形県町村会総務委員会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

4月 21日
御祝 3,000　 白鷹町酪農組合通常総会

香典 5,000　 元教育長ご親族弔慰金

4月 22日
御祝 3,300　 ヤナ安全 ・ 豊漁祈願祭

御祝 3,300　
グループホームこぶし新
築工事安全祈願

計 47,600　

さくらの保育園 4 月のお昼寝が始ったばかりのことです。 布団を準備して、 紙芝居

を読み始めると、 年少児のＡちゃんがママのことを思い出して泣きだし

てしまいました。 それに気づいた年長児のＢくん、 サッとＡちゃんの近

くに駆け寄り、 自分の膝の上にＡちゃんを座らせ、

˞̩ͭȶ̺̞̞̞ͭ̀͢͜ݧȃ

ȁȁȁȁȁȁȁġ˝̻͉̺̻̻̞̺̥ͭ̽ͭͣ͘͝͝Ȥȷ
　　　　　　

と声をかけ、 紙芝居が終わるまでずっと抱っこしていてくれました。

༗֗আȶ̜̦̠͇ͤ͂ȃ

ȁȁȁȁȁ˞̩͉ͭ˝̻͈̤͇̺̞̹͙̻ͭͭ͝͝߻ȃȷ

　これをきっかけに、 ＢくんはＡちゃんにとって大好きなお兄ちゃんにな

りました。

～ 泣いてもいいんだよ ～

（3歳以上児縦割りクラスで）

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16
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　今回は、計画に基づいて実施する「心もいきいき働き盛りの健康づくり」の今年度の重点事業についてお知ら

せします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　より多くの方に健診を受診し、体の状態を確認し

てその後の健康づくりにいかしていただくために、

国民健康保険加入の 40 ～ 64 歳の方に申込の有無に

関わらず、受診券と問診票をお送りします。また、

　町では特定健診の結果、高血糖の方が全体の５割

超と多い状況にあります。高血糖の状態が続くと糖

尿病になり、重症化することで腎臓病を発症し、さ

らには脳卒中や心臓病を引き起こす恐れもありま

す。しかし、高血糖でも自覚症状はほとんどなく医

療機関を受診する方が少ない状況です。そのため、

　平均寿命の延びとともに、がんは国民の２人に１

人がかかる時代になりました。しかし、早期に発見

して治療することで、その後も同じように生活でき

るようにもなります。そのため、より多くの方にが

ん検診を受けていただけるよう、該当年齢の方に乳

がん検診、子宮頸がん検診、肝炎ウイルス検査が無

料で受けられるクーポン券を発行します。対象とな

　町の第２次食育 ･地産地消推進計画（H28.3 策定）

のアンケート調査の結果、「こころが元気」だと感

じている人の割合が、76.3％と以前よりは増えてい

るものの、自殺の死亡率は国や県よりも高く、働き

盛りの男性に多い現状です。さらには「若い世代の

こころの悩みが増えている」、「町内に精神科医療機

関がなく相談や受診がしにくい」などの課題があり

［ 生活習慣病発症予防の充実 ］

［ 生活習慣病重症化予防の充実 ］

［ がん対策の充実 ］

［ こころの健康相談会の開催 ］【新規】

１．生活習慣病発症・重症化予防の徹底　   

２．こころの健康づくりの充実　             

特定健診の対象（国保加入 40 ～ 74 歳）で健診受診

が３年連続確認できない方についても同じく受診券

と問診票をお送りします。この機会にぜひ、健診を

受けて健康づくりを始めましょう。

高血糖と腎機能の働きを診るクレアチニン検査で受

診や精密検査が必要な方には健診結果を保健師が直

接お届けし、結果を説明して医療機関を受診いただ

きます。また、その後、受診を確認いたしますので、

要受診や要精密検査の判定が出た場合は放っておか

ず、早めに医療機関を受診しましょう。

る方へは５月中にご案内いたしますので、この機会

にぜひがん検診を受診ください。

　また、検診の結果、要精密検査の判定を受けても

受診しない方が特に女性に多い状況です。それでは

検診を受けた意味がなくなるため、できるだけ早く、

必ず医療機関を受診ください。

ます。そのため、こころの悩みを抱える方やそのご

家族が、身近で気軽に相談いただける機会として、

こころの専門家である臨床心理士による健康相談会

を、年３回開催いたします。

　町の健康づくり事業の詳細につきましては、『平

成 28 年度元気ニコニコ推進カレンダー』『広報お知

らせ版』と町のホームページでご確認ください。

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16



町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　
　
　
　
　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
４
６

５
月
は
「
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
指
導
啓
発
強
化
月
間
」

● 

歩
道
利
用
に
つ
い
て

・
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可
の

　

標
識
が
あ
る
場
合
は
歩
道
を
乗

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
13
歳
未
満
と
70
歳
以
上
の
方
は

　

す
べ
て
の
歩
道
を
乗
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
の
で
、
安
全
の
た
め

　

に
歩
道
を
乗
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

● 

次
の
行
為
は
禁
止
で
す

・
傘
差
し
運
転
、
携
帯
等
を
使
用
し

　

な
が
ら
の
運
転
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
両
耳
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
等
を
使
用

　

し
て
音
楽
等
を
聴
き
な
が
ら
の

　

運
転
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
白
鷹
町
交
通
指
導
員
》　

※
（　

）
内
は
指
導
場
所

【
新
任
】

高
橋
正
夫
さ
ん

（
荒
砥
・
佐
藤
燃
料
店
ス
タ

ン
ド
前
交
差
点
）

【
再
任
】

松
岡
吉
次
さ
ん

（
鮎
貝
・
赤
坂
交
差
点
）

宮
澤
康
廣
さ
ん

（
鮎
貝
・
大
町
、
内
町
交
差
点
）

齋
藤　

忠
さ
ん

（
荒
砥
・
カ
ク
上
ス
タ
ン
ド
前
交
差
点
）

丸
山
松
次
さ
ん

（
荒
砥
・
貝
生
入
口
交
差
点
）

鈴
木
裕
一
さ
ん

（
東
根
・
く
ぬ
ぎ
林
交
差
点
）

　

朝
の
登
校
時
間
帯
に
児
童
、
生
徒
の
交
通
事
故
防
止
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

＜自転車安全利用五則＞

①自転車は、車道が原則、歩道は例外

②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

④安全ルールを守る

 ・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止

 ・夜間はライトを点灯

 ・交差点での信号遵守と一時停止 ･安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用

長井警察署管内交通事故マップ
～平成 27年中の交通事故発生状況～

交通事
故にご

注意く
ださい

！　

平成 28 年 4 月 5 日

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ： 川記念病院 人事担当までお電話ください 0238 -87 -8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、

作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や

看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、

当病院の修学資金制度を利用してみませんか

広 

告

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16

安 全

安 心



三
ツ
瀧
不
動
尊
祭
礼
の
お
知
ら
せ

　　

眼
病
平
穏
、
火
盗
消
除
、
養
蚕
安

全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ツ
瀧
不

動
尊
」
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

三
ツ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
御
札　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

流
し
ソ
ー
メ
ン
と
山
菜

※
一
人
６
０
０
円
（
昼
12
時
ま
で
）

▼
交
通　

当
日
は
役
場
前
か
ら
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す
。

【
役
場
発
】
午
前
９
時
30
分
（
予
定
）

※
出
発
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
乗
車
を
ご
希

望
の
方
は
、
５
月
19
日
（
木
）
ま
で

必
ず
観
光
協
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
観
光
協
会
☎
86

－

０
０
８
６

十
日
町
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ン
デ
ィ
ー
ズ

   

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

　

心
温
ま
る
懐
か
し
い
音
楽
、
新
し

い
曲
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
聞
き
下
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
～
む

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

鮎
貝
地
区
婦
人
会

■
問
い
合
わ
せ　

鮎
貝
地
区
婦
人
会

鈴
木　

☎
85

－

３
１
３
４

  

第
７
回

  

お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
▼
い
つ　

６
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
夕
鶴
の
里

▼
内
容　

①
大
人
の
語
り

※
お
き
た
ま
語
り
部
の
会
11
団
体
の

　

発
表

※
白
鷹
町
か
ら
は
「
鮎
貝
語
り
部
ク

催　

し   nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

　調査の目的は？
　全産業分野における、我が国の事業所・企業の
経済活動を全国的及び地域別に明らかにするとと
もに、各種統計調査の母集団情報を得るために実
施するものです。

　どのようなことを調査するの？
　売上・費用、設備投資など、事業所・企業の経
済活動に重点を置いた調査です。名称、所在地の
ほか、主な事業内容や開設時期、経営組織などの
事業活動の実態を調査します。

　回答する義務はあるの？
　統計法では、調査票に回答する義務を、また、
調査関係者が調査により知り得た事項を他に漏ら
してはならない守秘義務が定められております。
　ご回答いただいた内容は、統計作成の目的以外
に使用することはありません。

　調査の方法は？
　調査は ｢ 調査員調査 ｣ と ｢ 直轄調査 ｣ による２
つの方法で行います。

▼  調査員による調査（調査員が訪問します）
　５月中旬～　調査の協力依頼に伺います。
　５月20日～ 31日　調査票の配布に伺います。
　６月１日　調査期日です。調査票への記入をお
　　　　　　願いします。
　６月１日～７日　調査票の回収に伺います。
※オンラインでもご回答いただけます。（回答期
限　は、６月７日です。）　

▼  直轄調査
　支社等を有する企業又は組織の本社等に調査書
類が郵送されます。企業または組織全体の内容と
ともに、支社等ごとの従業者数や売上金額などに
ついても本社等において、郵送またはオンライン
で回答いただけます。

【問い合わせ】
企画政策課情報係　☎８５- ６１２１〔直通〕

平成 28年
６月１日 経済センサス活動調査

全国すべての事業所及び企業を対象に実施される調査です

あ
な
た
の
回
答
が

日
本
経
済
の
力
に
！
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ラ
ブ
」
が
出
演
い
た
し
ま
す
。

②
子
ど
も
の
語
り

■
問
い
合
わ
せ　

南
陽
市
夕
鶴
の
里

☎
０
２
３
８ 

－

47

－

５
８
０
０

　

栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ

　

50
周
年
記
念
行
事

　

栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
現
国
道
13

号
）
が
供
用
し
て
50
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
現
国
道
13
号
が
果
た
し

て
い
る
役
割
と
、
今
後
開
通
す
る
東

北
中
央
自
動
車
道
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
29
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
社　

置
賜
文
化

ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
内
容　

記
録
映
画
上
映
、
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ネ

ル
展

▼
料
金　

無
料

▼
主
催　

「
栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ
５
０

周
年
記
念
行
事
」
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
山
形
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
２
３

－

６
８
８

－
８
４
２
１

　

第
46
回
山
形
県
母
親
大
会

▼
い
つ　

６
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
開
始

▼
ど
こ
で　

九
里
学
園
高
等
学
校

▼
内
容　

・
午
前　

分
科
会
（
テ
ー
マ
別
）

・
午
後　

記
念
講
演

【
演
題
】「
今
の
憲
法
は
日
本
の
宝
、

世
界
の
宝
」
～
八
法
亭
み
や
や
っ
こ

の
憲
法
囃
～

【
講
師
】
飯
田
美
弥
子
氏
（
弁
護
士
）

▼
会
員
券　

５
０
０
円

※
高
校
生
・
大
学
生
１
０
０
円

▼
そ
の
他　

ス
リ
ッ
パ
持
参
、
保
育

あ
り

■
問
い
合
わ
せ　

高
山　

☎
85

－

２
８
２
９

　

第
24
回
山
形
県
作
業
療
法
学
会

　

県
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
い
つ　

５
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜
（
大
ホ
ー

ル
）

▼
内
容　

「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

へ
の
支
援
～
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通

し
た
県
内
で
の
関
わ
り
～
」
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
特
徴
や
県
内
で
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

介
護
老
人
保
健
施

設
あ
づ
ま　

海
藤　

☎
０
２
３
８

－

38

－

５
５
３
５　

　　

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員
を

　

募
集
し
ま
す

　

今
年
度
も
「
白
鷹
を
知
る
、
白
鷹

で
学
ぶ
」
を
合
言
葉
に
、
各
界
よ
り

様
々
な
講
師
を
お
招
き
し
て
白
鷹
学

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
企
画
・

運
営
に
か
か
わ
る
企
画
員
を
募
集
し

ま
す
。
毎
回
は
参
加
で
き
な
い
け
れ

ど
、
都
合
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
と

い
う
方
で
も
結
構
で
す
。
一
緒
に
楽

し
い
企
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間　

平
成
28
年
５
月
30
日

（
月
）
ま
で

▼
活
動
内
容　

年
間
６
回
程
度
の
講

座
の
企
画
・
運
営

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

白
鷹
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文

化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

　　

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６

　

出
展
者
募
集

▼
い
つ　

・
８
月
６
日
（
土
）

　

午
後
４
時
か
ら
午
後
８
時

・
８
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

募　

集

▼
募
集
内
容

①
農
畜
産
物
販
売

②
加
工
食
品
・
展
示
販
売

③
飲
料
水
・
酒
類
販
売

▼
出
店
料　

無
料
（
た
だ
し
、
電
気

使
用
の
場
合
は
実
費
相
当
分
を
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
申
込
期
限　

6
月
20
日
（
月
）
正

午
ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６
実
行

委
員
会
（
産
業
振
興
課
内
）
樋
口　

☎
85

－

６
１
３
６

　　

白
鷹
町
民
登
山

　

新
緑
と
残
雪
の
葉
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

５
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
集
合　

※
悪
天
候
の
と
き
は
中
止

▼
集
合
場
所　

上
ノ
台
公
園（
蚕
桑
）

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料
水
、

防
寒
具
（
必
携
）
登
山
の
で
き
る
装

備
・
服
装

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
代
、

保
険
料
）

▼
申
込
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

伊
藤　

☎
85

－

４
２
７
６

舩
山　

☎
85

－

０
１
７
７

　

「
や
ま
が
た
百
名
山
」
募
集

▼
募
集
す
る
山　

県
内
に
山
域
を
有

す
る
山
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
魅
力
あ
る
山
（
県
境
域
で
県
内

に
山
頂
を
有
し
な
い
山
で
も
、
山
稜

船
や
山
域
が
県
内
に
あ
る
山
は
対
象

と
し
、
標
高
の
高
低
は
問
い
ま
せ

ん
。）

①
地
元
の
人
々
を
は
じ
め
、
多
く
の

　

人
々
が
訪
れ
る
山

②
地
元
の
生
活
に
密
着
し
て
大
切
に

　

さ
れ
て
き
た
山

③
す
ば
ら
し
い
眺
望
な
ど
、
ほ
か
の

　

人
に
紹
介
し
た
い
魅
力
が
あ
る
山

※
応
募
票
と
と
も
に
、
山
の
写
真
が

あ
れ
ば
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

い
た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
、
優
れ

た
10
点
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

６
月
20
日
（
月
）
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お
し
ら
せ

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
「
や

ま
が
た
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
み
ど
り
自

然
課　

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
０
８

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
住
宅　

・
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号

・
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
２
号

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

各
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃

【
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
】

所
得
額
等
に
よ
り

月
額
２
万
４
千
円
～
4
万
７
１
０
０
円

【
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
２
号
】

所
得
額
等
に
よ
り

月
額
2
万
５
４
０
０
円
～
５
万
円

▼
区
分　

一
般
用（
高
齢
者
世
帯
、心

身
障
が
い
者
世
帯
、母
子
世
帯
、多
子

世
帯
等
に
対
し
て
優
遇
措
置
あ
り
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

▼
入
居
時
期　

８
月
上
旬

▼
募
集
期
間

　

６
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

▼
受
付
場
所　

山
形
県
置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
（
長
井
市
）
１
階　

総
合

案
内
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

県
営
住
宅
指
定
管

理
者　

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
森
の
案

　

内
人
）
養
成
講
座
受
講
生
募
集

▼
い
つ　

６
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

※
宿
泊
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ど
こ
で　

山
形
県
源
流
の
森
セ
ン

タ
ー
（
飯
豊
町
大
字
須
郷
地
内　

白

川
ダ
ム
上
流
）

▼
募
集
対
象　

高
校
生
以
上
の
方
で

森
づ
く
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
が
あ
る
方
（
森
へ
関
心
・

興
味
の
あ
る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

し
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
）

▼
定
員　

25
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
内
容　

森
の
案
内
人
と
し
て

の
基
礎
講
座
（
自
然
を
知
る
・
安
全

研
修
・
森
の
案
内
の
仕
方
な
ど
）

▼
講
師
（
予
定
）　

三
森
和
裕　

氏
（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

ー
）、
山
田
寛
爾　

氏
（
樹
木
医
）

ほ
か

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
昼
食

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

☆
研
修
を
修
了
し
た
方
で
、
ご
希
望

の
方
に
は
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

（
森
の
案
内
人
）」
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
後

日
、
県
よ
り
「
登
録
証
」
を
交
付
し

ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

森
づ
く
り
推
進
室

☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３

　

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許

　

（
初
心
者
）
講
習
会
の
開
催

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
狩
猟
を
希
望
す

る
方
に
、
狩
猟
免
許
試
験
の
事
前
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
と
会
場

【
庄
内
会
場
】
６
月
16
日
（
木
）

庄
内
総
合
支
庁
分
庁
舎
（
旧
消
防
学

校
）
３
階　

１
、
２
会
議
室

【
置
賜
会
場
】
８
月
７
日
（
日
）

赤
湯
公
民
館
（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
）
１

階　

大
会
議
室
４
時
30
分

【
村
山
会
場
】
８
月
11
日
（
木
）

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ　

４
階　

中

会
議
室　

研
修
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分

▼
申
込
方
法　

受
講
を
希
望
す
る
日

の
５
日
前
ま
で
、
受
講
料
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
含
む
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
山
形
県
猟
友
会

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２　

　

保
健
所
各
種
相
談
窓
口

《
女
性
の
健
康
相
談
》

▼
場
所
／
日
時

置
賜
保
健
所
／
毎
週
火
曜
日　

午
後

１
時
～
（
要
予
約
）

※
電
話
で
の
相
談
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
保
健
支
援
担
当　

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５

《
心
の
健
康
相
談
》

　

精
神
科
医
・
保
健
師
が
面
接
相
談

や
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面

接
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
が
、
保

健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
場
所
／
日
時

置
賜
保
健
所
／
第
３
水
曜
日　

午
前

９
時
30
分
～
（
12
月
の
み
第
２
水
曜

日
）

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
／
第
１
木
曜

日　

午
前
10
時
～

広 

告

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16



■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３

－

22

－

３
０
１
５

《
エ
イ
ズ
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
Ｂ

型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
の
相
談
・
検
査
》

▼
場
所
／
日
時　

置
賜
保
健
所
／
毎
週
月
曜
日　

午
後

１
時
～
２
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
感
染
症
予
防
担
当　

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

　

河
川
等
の
伐
採
木
を
無
償
で

　

提
供
し
ま
す

　

県
で
は
、
河
川
の
管
理
上
支
障
と

な
る
樹
木
を
伐
採
し
て
お
り
、
こ
の

支
障
木
を
薪
な
ど
に
利
用
す
る
一
般

の
方
に
無
償
提
供
し
ま
す
。
な
お
、

提
供
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
役
場
に
設

置
し
た
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

営
利
目
的
や
他
人
へ
の
転
売
等
を
目

的
と
す
る
場
合
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
供
期
間　

平
成
28
年
5
月
24
日

（
火
） 

～ 

5
月
25
日
（
水
）

▼
提
供
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
提
供
場
所　

置
賜
白
川
飯
豊
橋
下

流
東
側
の
河
川
敷
（
飯
豊
町
添
川
地

内
）

▼
対
象
者　

自
ら
積
込
み
運
搬
で
き

る
方

▼
提
供
量　

一
人
あ
た
り
軽
ト
ラ
ッ

ク
１
台
程
度

広 

告

▼
樹
種　

ア
カ
シ
ヤ
、
ナ
ラ
等

▼
申
込
方
法　

①
現
地
で
申
込
書
に

記
入
す
る
か
、
②
役
場
に
設
置
さ
れ

た
チ
ラ
シ
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に

記
入
し
、
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
西

置
賜
河
川
砂
防
課

☎
88

－

８
２
３
４

　

求
人
受
理
説
明
会
開
催

　

平
成
29
年
3
月
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
、
求
人
受
理
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ
６
月
14
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ

▼
主
催　

長
井
公
共
職
業
安
定
所

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
公
共
職
業
安

定
所　

高
橋
・
中
島　

☎
84

－

８
６
０
９

　
　
山
形
県
求
職
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

  「
出
張
相
談
会
」

▼
い
つ　

５
月
25
日
（
水
）、
７
月

27
日
（
水
）、
９
月
28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

▼
相
談
内
容　

求
職
者
の
生
活
、
住

ま
い
、
就
職
活
動
な
ど
の
悩
み

▼
相
談
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

※
予
約
不
要
。
当
日
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
求
職
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

　

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
山
菜
採
り
・
行
楽
の

シ
ー
ズ
ン
は
、
山
火
事
の
危
険
性
が

高
ま
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
野
山
に

入
ら
れ
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
、
た

　

き
火
を
し
な
い
こ
と

②
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

　

場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に

　

消
火
す
る
こ
と

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

　

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

④
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
許
可

　

を
受
け
る
こ
と

⑤
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と

　

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

⑥
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と

※
山
火
事
を
発
見
し
た
場
合
は
、
消

防
署
、
置
賜
森
林
管
理
署
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
森
林
管
理
署

☎
０
２
３
８

－

62

－

２
２
４
６

ࠊ࡟࣐࣮ࢸࢆᏳ඲ࠖࠊᏳᚰࠊ᪂㩭ࠕࠊ㎰ᅬ࡛はࡴいࡾ࡝ࠉ
ⓑ㮚⏫⏘ࢃࡔࡇ࡟っࡓ㎰⏘≀ࢆ㈍኎ࠊࡋⓑ㮚⏫ෆは࡜ࡶ
࠾㔝⳯はࡢⓑ㮚ࠕࡾࡼ᪉ࡢࡃከ࡛ࡲእ┴ࡽ࠿እ⏫ࠊࡾࡼ
いࡋい㸟ࠖ࡜኱ዲホࢆ㡬い࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾
⮬ࡢࡓ࡞࠶ࠊ࡝࡞ⰼࠊ᝷⳯ࠊ≀ₕࠊᒣ⳯ࠊ≀ᯝࠊ㔝⳯ࠉ
ಙసࢆ┤኎ᡤ࡛኎っ࡚ࡏࡲࡳん࠿㸽ࡾ࡝いࡴ㎰ᅬ࡛はࠊ
ࠋࡍࡲい࡚ࡋເ㞟ࢆ⪅⏘⏕ࡿ㡬け࡚ࡋฟရࢆ≀⏘㎰ࡢ៏⮬

農業生産者
大募集！

どりいむ農園
☎85-2922 （大滝、 大沼）

広 

告

ご協力をよろしくお願いします

　
熊本県共同募金会で、被災されている方々

のために義援金を募集しています。義援金は
災害により被災された方々を支援するために
使われます。皆様の温かいご支援をよろしく
お願いします。

■募集期間　６月30日（木）まで
　　　　　　※土・日・祝日は除く
■受付時間　午前８時30分～午後５時まで
■受付場所　白鷹町健康福祉センター内　　
　　　　　　共同募金白鷹町分会
【問い合わせ】
白鷹町社会福祉協議会　☎８６‐０１５０

平成 28年熊本地震
義援金を募ります。

●��　　 広報しらたか　2016. ５.16



TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
80
vol.
80

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

６月までの休館日
5/16（月）・23（月）・30（月）
6/6（月）・13（月）・20（月）・27（月）

● 

第
32
回

● 

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

　
　
　
　
　  
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い

　つ

　5
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で

　文
化
伝
承
室

▼
会

　費

　5
0
0
円

　
　
　
　

  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定

　員

　50
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み

　あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年会費2,000 円 で３つの特典税込

特典１

特典 2

特典 3

観覧料 200 円のギャラリー展示は
無料（何回見ても可）

観覧料 201 円以上のギャラリー展示
は 200円引き

あゆーむホールの有料イベントは
チケット料金を500円引き

（会場での本パスポート提示により 500円を返金）

（団体割引との併用は不可）

あゆーむまでお申し込みください

はじめました

※ 有効期限：毎年４月１日～翌年３月３１日
※ パスポート登録者本人のみ有効
※ あゆーむが主催あるいは共催する事業に限ります
※ あゆーむカレッジの事業（うたごえ喫茶・フラ
ワーアレンジメント・アートキッズ団 など）は適
用外です

北
海
道
歌
旅
座
の
メ
ン
バ
ー

　J
U
N
C
O
（
歌
・
ピ
ア
ノ
・
作

詞
・
作
曲
）、
高
杉
奈
梨
子
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
ザ
・
サ
ー
モ
ン
ズ

（
コ
ー
ラ
ス
・
伴
奏
・
踊
り
）

▼
い

　つ

　5
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　午
後
６
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　（午
後
６
時
開
場
）

▼
ど
こ
で

　ホ
ー
ル

▼
出

　演

　北
海
道
歌
旅
座

▼
入
場
料

　

※

全
席
自
由

　前
売

　
　
　
　
　2
0
0
0
円

　当
日

　
　
　
　
　２
5
0
0
円

▼
チ
ケ
ッ
ト

　あ
ゆ
ー
む
、

　
　
　
　
　

  

中
央
公
民
館 

ほ
か

▼
定

　員

　2
0
0
人

▼
主

　催

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
、
北
海
道
歌
旅
座

▼
問
合
せ

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
85
―
9
0
7
1
、 

北
海
道

歌
旅
座
☎
0
1
1
―
6
2
3
―
6

6
8
0

　新
幹
線
の
開
通
と
と
も
に
「
北
海

道
歌
旅
座
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。
思

い
出
の
流
行
歌
・
昭
和
ヒ
ッ
ト
パ
レ

ー
ド
を
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て
、「
昭

和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
の
世
界
に
酔
い

し
れ
、
ひ
と
と
き
懐
か
し
い
あ
の

日
々
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

最
上
川
の
画
家

�白鷹
町
総
合
型
地
域�
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ス
ポ
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ツ
ク
ラ
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通
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事
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白
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町
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館
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ǭ
⌭
Ǻ
ǵ
⌭
ǫ
⌴
૙
ܴ
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▼
い
つ�

６
月
11
日
（
土
）�

�

午
前
10
時
30
分
～
12
時�

▼
場
所�

東
陽
グ
ラ
ン
ド�

▼
対
象�

４
歳
児
（
年
中
）�

�
�
�
�
�

～
小
学
２
年
生�

▼
指
導
者�

中
嶋�

智
一�

他㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

（
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ｃ
級
指
導
者
）�

㻌

サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
あ
る
元
気
な

キ
ッ
ズ
大
歓
迎
！
広
い
グ
ラ
ン
ド
で
思

い
っ
き
り
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う
！㻌

㻌

申
込
締
切㻌

６
月
８
日
（水
）㻌

ṻ
㉮
ࡾ
勂
࠿
ࢡ
ࣛ
 ࣈ

 

走
る
こ
と
が
得
意
な
人
も
得
意
で

な
い
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
、
目
標
に

合
わ
せ
て
走
り
ま
す
！㻌

気
軽
に
体
験

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。㻌

▼
活
動
日㻌

毎
週
月
曜
・
水
曜㻌

㻌
㻌

（
５
月
後
半
の
活
動
日
は
16
・
18
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 4月 1日～ 4月30日 届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥乙 沼澤
真也 梨

り

　乃
の

明香

荒砥乙 相澤
壮 辰

たつ

　樹
き

友美

山　口 青木
光 虹

にい

　南
な

真美

畔　藤 菅原
勝 祐

ゆう

　雅
が

綾香

畔　藤 岡崎
和憲 妃

ひ

奈
な

乃
の

真智子

横田尻 丸川
和幸 幸

ゆき

　恵
え

深雪

 住所　　  氏　　名  　年齢

高　玉　金　田　て　い　92

高　岡　小　関　恒　夫　82

荒砥甲　川　井　悦　子　78

十　王　新　納　昌　代　78

広　野　金　田　昌　子　82

荒砥甲　加　藤　俊　一　89

鮎　貝　白　田　左　近　95

佐野原　土　谷　正　司　81

浅　立　沼　澤　三岐子　65

横田尻　金　田　ヒ　ロ　98

横田尻　樋　口　靖　夫　78

荒砥乙　安　藤　勝　代　74

鮎　貝　村　元　キ　サ　94

下　山　奥　山　　　せ　82

荒砥乙　竹　田　睦　子　97

浅　立　小　形　六　郎　88

畔　藤　　　間　捴　七　85

戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

表紙の写真
　４月 29 日から５月５日まで、道
の駅白鷹ヤナ公園あゆ茶屋で開催さ
れた「ヤナ開きまつり」。売店からは、
アユの塩焼きや豆腐田楽の香ばしい
香りが漂い、先着 200 食限定の山
菜汁には長蛇の列ができました。そ
して子どもたちに大人気だったのが

「魚のつかみ取り」。服をびしょび
しょに濡らしながら夢中になって楽
しむ子どもたちは、あっという間に
すべての魚を取りつくしました。
　また、５月５日は「こどもの日」
ということもあり、ヤナ場の上空を
雄大に泳ぐ約 150 匹のこいのぼり
を背景に、記念撮影する親子の姿も。
こいのぼりのように大きく、たくま
しく育ってほしいと思いました。

梅津　桜 さん　
山形北高校３年（荒砥乙）

フルートを極め
白鷹町でコンサートを

　「フルートを始めたきっかけはよく覚えていません（笑）」。

　小学校１年生のとき、家に帰ってくると突然「フルートがしたい」と

言ったという桜さん。２年生に上がった翌年からフルートを習い始め、

中学校２年生のときには本格的に音楽の道へ進むことを決意、県内で唯

一音楽科のある山形北高校へ進学しました。

　そして、昨年 12 月に開催された「全国日本クラシック音楽コンクー

ル」にフルート部門で出場。納得のいく結果は残せませんでしたが、課

題は見つかったと言います。「小学生の頃からずっと側にあって、フルー

トを吹くことが生活の一部になっています。今後は音大に進んで、将来

はソロかオーケストラの一員になりたいです。そしていつか白鷹町でコ

ンサートを開くことが私の夢です。」と笑顔で抱負を語りました。

わたしの

夢

奥　山　　　せ
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★広報しらたかは再生紙を使用しています。

作り方

① 鍋いっぱいにお湯を沸かし、塩、

   コゴミを入れる。

② １分弱ほど茹でたら冷水に浸し、

   軽く上から押すようにしてごみを

   出し、別の水を張った器にコゴミ

   を移す。（３回ほど繰り返してごみ

   を取り除く。）

③ すりゴマ、味噌、砂糖、調理酒を   

   加えて混ぜる。

 ※液状にならないよう注意。味噌が  

   ダマ状になるが、コゴミを加える

   と水分が足され、味噌がのびます。

④ 水気を切った②と③を混ぜる。

コゴミのゴマ和え

地域おこし協力隊

石井紀子さん
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（５人分）

　コゴミ………両手でつかめるほど

　すり白ゴマ………………大さじ５

　味噌………………………大さじ１

　砂糖………………………小さじ１

　酒………………………………少々

　塩…………………………小さじ１

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

教えていただいた人

高橋美智子さん（横田尻）

　今回教えていただいたのは、コゴ

ミのゴマ和え。コゴミは下処理が少

ないので手軽に調理でき、美智子さ

んはゴマ和えを 15 分ほどで作って

いました。さすがです。

　レシピは美智子さんのアレンジが

加えられ、調味料に味噌を使ってい

ます。伝統食として紹介されている

醤油より甘味があり、えぐみが苦手

な方にも食べやすい一品です。

今月の旬

コゴミ
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